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(57)【要約】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、
および装置が提供される。本装置はＵＥであり得る。Ｕ
Ｅは基地局からＲＳを受信する。ＵＥは、ＲＳに基づい
て、信号電力を改善することまたはエレベーション次元
における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを
行うように最適化された基地局の第１のプリコーディン
グ構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定する。Ｕ
Ｅは、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたは
アジマス次元における干渉を低減することのうちの少な
くとも１つを行うように最適化された基地局の第２のプ
リコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを
決定する。ＵＥは、基地局に、少なくとも第１のＣＳＩ
インジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信する。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は、
信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの
少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善す
ることまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよ
うに最適化される、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送
信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくともエレベーションプリコーディング行列イ
ンジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマ
スプリコーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で前記基地
局に送信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、１１個の情報ビットよりも小さいかまた
はそれに等しい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＣＳＩ報告は、ランクインジケータ（ＲＩ）をさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとチャネル品質インジケータ
（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、第１のアジマスプリコ
ーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局に、前記第２のＣＳＩインジケータを含む第２のＣＳＩ報告を送信すること
をさらに備え、前記第１のＣＳＩ報告と前記第２のＣＳＩ報告とは、交互に送信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータと前記第１のＣＳＩインジケ
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ータとに基づいて決定されるチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含む、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩインジケータは、同じサブフレ
ーム中で受信された前記ＲＳに基づいて決定される、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩインジケータは、異なるサブフ
レーム中で受信された前記ＲＳに基づいて決定される、
　請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、第１のアジマスプリコ
ーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとワイドバンドチャネル品質
インジケータ（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第２のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、第２のアジマスプリコ
ーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のＣＳＩ報告は、Ｅ－ＰＭＩインジケータとデータユニットとを含み、前記Ｅ
－ＰＭＩインジケータは、前記データユニットが、Ｅ－ＰＭＩを搬送するのか、空間差分
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を搬送するのかを示す、
　請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＵＥと前記基地局との間に確立される物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）が、複数の値に対応する複数のリソースを有し、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１の
ＣＳＩインジケータの値に対応する前記複数のリソースのうちのリソース上で送信される
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、最高１３個の情報ビットであり、前記第
１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット２を使用
してＰＵＣＣＨ上で送信され、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１のＣＳＩインジケータ
と、前記第２のＣＳＩインジケータと、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、最高２２個の情報ビットであり、前記第
１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット３を使用
してＰＵＣＣＨ上で送信され、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１のＣＳＩインジケータ
と、前記第２のＣＳＩインジケータと、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含む、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項２１】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の同じ特定のサブフレーム中で前記第
１のＣＳＩ報告と第３のＣＳＩ報告とを送信することを決定することと、
　優先度ルールに基づいて、前記第１のＣＳＩ報告が、前記第３のＣＳＩ報告の優先度よ
りも高い優先度を有するかどうかを決定することと
　をさらに備え、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第３のＣＳＩ報告の優先度よりも高い優
先度を有すると決定されたとき、前記第１のＣＳＩ報告が前記特定のサブフレーム中で送
信され、前記優先度ルールは、
　　（ａ）同じサービングセル内で、ランクインジケータ（ＲＩ）を搬送するＣＳＩ報告
が、ＲＩを搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有し、
　　（ｂ）異なるサービングセル内で、ＲＩおよび第１のアジマスプリコーディング行列
インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）と第１のエレベーションプリコーディング行列インジケータ
（Ｅ－ＰＭＩ）とのうちの１つを搬送するＣＳＩ報告、ならびに第１のＡ－ＰＭＩと第１
のＥ－ＰＭＩの両方を搬送するＣＳＩ報告が、それぞれ（ｉ）ＲＩおよびＡ－ＰＭＩとＥ
－ＰＭＩとのうちの１つ、または（ｉｉ）第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの両方を
搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有する
　ことを少なくとも定義する、請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信するための手段と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定するための手段、前記第１のプリコーディング構
成は、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することの
うちの少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定するための手段、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を
改善することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを
行うように最適化される、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送
信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２３】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくともエレベーションプリコーディング行列イ
ンジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマ
スプリコーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で前記基地
局に送信される、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、１１個の情報ビットよりも小さいかまた
はそれに等しい、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２６】
　前記第１のＣＳＩ報告は、ランクインジケータ（ＲＩ）をさらに含む、
　請求項２２に記載の装置。
【請求項２７】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、
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　請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとチャネル品質インジケータ
（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は
、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうち
の少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩ
インジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善
することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行う
ように最適化される、と、
　　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を
送信することと
　を行うように構成された、装置。
【請求項３０】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶するコンピュータ可読媒体であって、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は、
信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの
少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善す
ることまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよ
うに最適化される、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送
信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４年１
０月１０日に出願された「ELEVATION PMI REPORTING ON PUCCH」と題するＰＣＴ出願第Ｐ
ＣＴ／ＣＮ２０１４／０９０６８０号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、垂直アンテナアレイのた
めの物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplink control channel）
上でエレベーションプリコーディング行列インジケータ（ＰＭＩ：precoding matrix ind
icator）を報告する技法に関する。
【背景技術】
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【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなど、様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、様々なワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々な電気
通信規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリュー
ション（ＬＴＥ（登録商標）：Long Term Evolution）である。ＬＴＥは、第３世代パー
トナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Pro
ject）によって公表されたユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（Ｕ
ＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）モバイル規格の拡張のセットで
ある。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善
すること、新しいスペクトルを利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤ
ＭＡを使用し、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（Ｍ
ＩＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良く統合することによって、モ
バイルブロードバンドインターネットアクセスをより良くサポートするように設計されて
いる。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつ
れて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元
接続技術と、これらの技術を採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]一態様では、一例によれば、ユーザ機器（ＵＥ）のワイヤレス通信の方法が提供
される。本方法は、基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することを含む。本方法は、ＲＳ
に基づいて、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減する
ことのうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第１のプリコーディング
構成を示す第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定することをも含む。本
方法は、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたはアジマス次元における干渉を低
減することのうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第２のプリコーデ
ィング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定することをさらに含む。本方法は、基
地局に、少なくとも第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信することを
またさらに含む。
【０００６】
　[0006]一例によれば、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置はＵＥであり
得る。本装置は、基地局からＲＳを受信するための手段を含む。本装置は、ＲＳに基づい
て、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのう
ちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第１のプリコーディング構成を示
す第２のＣＳＩインジケータを決定するための手段をも含む。本装置は、ＲＳに基づいて
、信号電力を改善することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少な
くとも１つを行うように最適化された基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２の
ＣＳＩインジケータを決定するための手段をさらに含む。本装置は、基地局に、少なくと
も第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信するための手段をまた含む。
【０００７】
　[0007]一例によれば、ワイヤレス通信のための装置が提供される。本装置はＵＥであり
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得る。本装置は、メモリと、メモリに結合され、基地局からＲＳを受信するように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、ＲＳに基づ
いて、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することの
うちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第１のプリコーディング構成を
示す第２のＣＳＩインジケータを決定するようにさらに構成される。少なくとも１つのプ
ロセッサは、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたはアジマス次元における干渉
を低減することのうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第２のプリコ
ーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するようにさらに構成される。少
なくとも１つのプロセッサは、基地局に、少なくとも第１のＣＳＩインジケータを含む第
１のＣＳＩ報告を送信するようにさらに構成される。
【０００８】
　[0008]一例によれば、ＵＥにおけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コー
ドを記憶するコンピュータ可読媒体が提供される。本コンピュータ可読媒体は、基地局か
らＲＳを受信するためのコードを含む。本コンピュータ可読媒体は、ＲＳに基づいて、信
号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの少
なくとも１つを行うように最適化された基地局の第１のプリコーディング構成を示す第２
のＣＳＩインジケータを決定するためのコードをも含む。本コンピュータ可読媒体は、Ｒ
Ｓに基づいて、信号電力を改善することまたはアジマス次元における干渉を低減すること
のうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第２のプリコーディング構成
を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するためのコードをさらに含む。本コンピュータ
可読媒体は、基地局に、少なくとも第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を
送信するためのコードをまたさらに含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチャの一
例を示す図。
【図６】アクセスネットワーク中の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）
の一例を示す図。
【図７】ｅＮＢとＵＥとの間のビームフォーミングを示す図。
【図８】垂直アンテナアレイを示す図。
【図９】ＰＵＣＣＨを示す図。
【図１０】ＵＥとｅＮＢとの間のＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１１】ＵＥとｅＮＢとの間の別のＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１２】第１の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１３】第２の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１４】第２の構成による、別のＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１５】第２の構成による、また別のＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１６】エレベーションＰＭＩ（Ｅ－ＰＭＩ）と、アジマスＰＭＩ（Ａ－ＰＭＩ）と、
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：channel quality indicator）とを決定するための
技法を示す図。
【図１７】第３の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１８】第３の構成による、別のＣＳＩ報告技法を示す図。
【図１９】第５の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図。
【図２０】Ｅ－ＰＭＩを報告するための方法（プロセス）のフローチャート。
【図２１】ＣＳＩ報告の優先度を決定するための方法（プロセス）のフローチャート。
【図２２】Ｅ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとを送信するための方法（プロセス）のフローチャー
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ト。
【図２３】変更済みＣＳＩ報告を報告するための方法（プロセス）のフローチャート。
【図２４】ＣＱＩを決定するための方法（プロセス）のフローチャート。
【図２５】ＣＱＩを決定するための別の方法（プロセス）のフローチャート。
【図２６】例示的な装置中の異なる構成要素／手段間のデータフローを示す概念データフ
ロー図。
【図２７】処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　[0036]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細
を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者
には明らかであろう。いくつかの例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よく
知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１１】
　[0037]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様が提示
される。これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説
明し、（「要素」と総称される）様々なブロック、構成要素、回路、ステップ、プロセス
、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。そのよ
うな要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは、特定
の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１２】
　[0038]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェア構成要素、アプリケーション、ソ
フトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オブ
ジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解釈
されたい。
【００１３】
　[0039]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（
ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパ
クトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスクス
トレージまたは他の磁気ストレージデバイス、上述のタイプのコンピュータ可読媒体の組
合せ、あるいはコンピュータによってアクセスされ得る、命令またはデータ構造の形態の
コンピュータ実行可能コードを記憶するために使用され得る任意の他の媒体を備えること
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ができる。
【００１４】
　[0040]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービ
ス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができる
が、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示されていない。図示
のように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者が容易に諒解するように
、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワー
クに拡張され得る。
【００１５】
　[0041]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と他のｅＮＢ１０８とを含
み、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：Multicast Coordination Entity）１２
８を含み得る。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制
御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２
インターフェース）を介して他のｅＮＢ１０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８は、発展型
マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broad
cast Multicast Service）（ｅＭＢＭＳ）のために時間／周波数無線リソースを割り振り
、ｅＭＢＭＳのために無線構成（たとえば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ：modu
lation and coding scheme））を決定する。ＭＣＥ１２８は別個のエンティティ、または
ｅＮＢ１０６の一部であり得る。ｅＮＢ１０６は、基地局、ノードＢ、アクセスポイント
、基地トランシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービ
スセット（ＢＳＳ：basic service set）、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended serv
ice set）、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。ｅＮＢ１０６は、Ｕ
Ｅ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セル
ラーフォン、スマートフォン、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation
 protocol）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位シス
テム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえ
ば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機、タブレット、または任意の他の同様の機能デ
バイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、
加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレ
スデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス
端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェン
ト、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
こともある。
【００１６】
　[0042]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、ホーム加入者サーバ（Ｈ
ＳＳ：Home Subscriber Server）１２０と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェ
イ１１６と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲー
トウェイ１２４と、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Br
oadcast Multicast Service Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：
Packet Data Network）ゲートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２
とＥＰＣ１１０との間のシグナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１
２はベアラおよび接続管理を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェ
イ１１６を通して転送され、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１
１８に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の
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機能を与える。ＰＤＮゲートウェイ１１８とＢＭ－ＳＣ１２６とはＩＰサービス１２２に
接続される。ＩＰサービス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメデ
ィアサブシステム（ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス
（ＰＳＳ：PS Streaming Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ
－ＳＣ１２６は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を与
え得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイ
ントとして働き得、パブリックランドモバイルネットワーク（ＰＬＭＮ：public land mo
bile network）内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢ
ＭＳ送信をスケジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４
は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数
ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属するｅＮＢ（たとえば、１０６、１０８）にＭＢ
ＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッション管理（開始／
停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担い得る。
【００１７】
　[0043]いくつかの構成では、ＵＥ１０２はＣＳＩ制御構成要素１５２を含み得る。ＣＳ
Ｉ制御構成要素１５２は、基地局からＲＳを受信するプロセスを制御し得る。ＣＳＩ制御
構成要素１５２は、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたはエレベーション次元
における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の
第１のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するプロセスを制御
し得る。ＣＳＩ制御構成要素１５２は、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたは
アジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うように最適化さ
れた基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するプ
ロセスを制御し得る。ＣＳＩ制御構成要素１５２は、基地局に、少なくとも第１のＣＳＩ
インジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信するプロセスを制御し得る。
【００１８】
　[0044]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００はいくつかのセルラ
ー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２０
８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。よ
り低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ
：home eNB））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ：remo
te radio head）であり得る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り
当てられ、セル２０２中のすべてのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与
えるように構成される。アクセスネットワーク２００のこの例には集中型コントローラは
ないが、代替構成では集中型コントローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ
制御、承認制御、モビリティ制御、スケジューリング、セキュリティ、およびサービング
ゲートウェイ１１６への接続性を含む、すべての無線関係機能を担う。ｅＮＢは１つまた
は複数の（たとえば、３つの）（セクタとも呼ばれる）セルをサポートし得る。「セル」
という用語は、ｅＮＢの最小カバレージエリア、および／または特定のカバレージエリア
をサービスするｅＮＢサブシステムを指すことがある。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」
、および「セル」という用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００１９】
　[0045]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者が以下の詳細な説明から容易に
諒解するように、本明細書で提示する様々な概念は、ＬＴＥ適用例に好適である。ただし
、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡
張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（Ｅ
Ｖ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ
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：Ultra Mobile Broadband）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０
００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２
：3rd Generation Partnership Project 2）によって公表されたエアインターフェース規
格であり、移動局にブロードバンドインターネットアクセスを与えるためにＣＤＭＡを採
用する。これらの概念はまた、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－Ｓ
ＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（Ｕ
ＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グ
ローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）
、ならびに、ＯＦＤＭＡを採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、
ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。
ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは３ＧＰＰ団体からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されて
いる。採用される実際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例および
システムに課される全体的な設計制約に依存することになる。
【００２０】
　[0046]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化と、ビームフォーミングと、送信ダ
イバーシティとをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００２１】
　[0047]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２２】
　[0048]以下の詳細な説明では、ＤＬ上でＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参
照しながらアクセスネットワークの様々な態様について説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭ
シンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法であ
る。サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデー
タを復元することを可能にする「直交性（orthogonality）」を与える。時間領域では、
ＯＦＤＭシンボル間干渉をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリック
プレフィックス）が各ＯＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力
比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤ
ＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の形態で使用し得る。
【００２３】
　[0049]いくつかの構成では、ＵＥ２０６はＣＳＩ制御構成要素２５２を含み得る。ＣＳ
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Ｉ制御構成要素２５２は、基地局からＲＳを受信するプロセスを制御し得る。ＣＳＩ制御
構成要素２５２は、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたはエレベーション次元
における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の
第１のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するプロセスを制御
し得る。ＣＳＩ制御構成要素２５２は、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することまたは
アジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うように最適化さ
れた基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するプ
ロスを制御し得る。ＣＳＩ制御構成要素２５２は、基地局に、少なくとも第１のＣＳＩイ
ンジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信するプロセスを制御し得る。
【００２４】
　[0050]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、ノーマルサイクリックプレフィ
ックスの場合、リソースブロックは、合計８４個のリソース要素について、周波数領域中
に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、時間領域中に７つの連続するＯＦＤＭシ
ンボルを含んでいる。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソースブロックは、合
計７２個のリソース要素について、周波数領域中に１２個の連続するサブキャリアを含ん
でおり、時間領域中に６つの連続するＯＦＤＭシンボルを含んでいる。Ｒ３０２、３０４
として示されるリソース要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含む。
ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ）３０２と、Ｕ
Ｅ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有
チャネル（ＰＤＳＣＨ）がマッピングされるリソースブロック上で送信される。各リソー
ス要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信する
リソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなる
。
【００２５】
　[0051]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ための利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のために
ＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべての
リソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の
連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００２６】
　[0052]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブロ
ック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するために
、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ得る。Ｕ
Ｅは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル（
ＰＵＣＣＨ）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割り当てられた
リソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）中でデータまたはデータと制
御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周
波数上でホッピングし得る。
【００２７】
　[0053]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロックのセットが使用され得る。ＰＲ
ＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリングをも
搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソース
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ブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定される。
すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リソースおよび周波数リソ
ースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨにはない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサ
ブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレームのシーケンス中で搬送され、Ｕ
Ｅは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試みを行うことができる。
【００２８】
　[0054]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３
とともに示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイ
ヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ
２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵ
ＥとｅＮＢとの間のリンクを担う。
【００２９】
　[0055]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬ
Ｃ）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１
４サブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウ
ェイ１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の
他端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーション
レイヤとを含めてＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３０】
　[0056]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）による、順が狂った
受信を補正するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０
はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たとえば、リソースブロック）
を割り振ることを担う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＨＡＲＱ動作を担う。
【００３１】
　[0057]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６を含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６
は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲ
ＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担う。
【００３２】
　[0058]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、
パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネ
ルとの間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソース割振
りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの
再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担う。
【００３３】
　[0059]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
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の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ）と、様々な変調方式（たとえば、２位相偏移変調（ＢＰＳＫ：binary phase-shi
ft keying）、４位相偏移変調（ＱＰＳＫ：quadrature phase-shift keying）、Ｍ位相偏
移変調（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quad
rature amplitude modulation））に基づく信号コンスタレーションへのマッピングとを
可能にするために、コーディングとインターリービングとを含む。コーディングされ、変
調されたシンボルは、次いで並列ストリームに分割される。各ストリームは、次いで、時
間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを生成するために、ＯＦＤＭ
サブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数領域中で基準信号（たと
えば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互
いに合成される。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的
にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディン
グおよび変調方式を決定するために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル
推定値は、ＵＥ６５０によって送信される基準信号および／またはチャネル状態フィード
バックから導出され得る。各空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介し
て異なるアンテナ６２０に与えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれ
の空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３４】
　[0060]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、その情報を受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に与える。ＲＸプロセッサ６５６は、Ｌ
１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛て
られた任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複
数の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によ
って単一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次い
で、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から
周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別々のＯ
ＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅ
ＮＢ６１０によって送信される、可能性がある信号コンスタレーションポイントを決定す
ることによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によっ
て計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ
６１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デイン
ターリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９
に与えられる。
【００３５】
　[0061]コントローラ／プロセッサ６５９は、Ｌ２レイヤを実装する。コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ
得る。メモリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロ
ーラ／プロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するため
に、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリ
と、暗号解読（deciphering）と、ヘッダ解凍（decompression）と、制御信号処理とを行
う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表す
データシンク６６２に与えられる。また、様々な制御信号がＬ３処理のためにデータシン
ク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポ
ートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使
用する誤り検出を担う。
【００３６】
　[0062]ＵＬでは、データソース６６７が、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
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、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテ
ーションおよび並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネ
ルとトランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよ
び制御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた
、ＨＡＲＱ動作と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担う。
【００３７】
　[0063]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００３８】
　[0064]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した様式と同様の様式
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、その情報をＲＸプロセッサ６７０に与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レ
イヤを実装し得る。
【００３９】
　[0065]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、暗号
解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの
上位レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７
５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコル
を使用する誤り検出を担う。
【００４０】
　[0066]図７は、ｅＮＢとＵＥとの間のビームフォーミングを示す図７００である。ＵＥ
７１２がｅＮＢ７１０と通信する。ｅＮＢ７１０は垂直アンテナアレイ７２０を有する。
垂直アンテナアレイ７２０は複数のアンテナ列およびアンテナ行を有し得る。例示的な例
としておよび明快のために、図７は、コンパクト２次元アクティブアンテナアレイ、すな
わち、４送信機交差偏波垂直アンテナアレイ（4-transmitter cross-polarized vertical
 antenna array）のみを示している。垂直アンテナアレイ７２０は第１のアンテナ列７２
１と第２のアンテナ列７２２とを有する。第１のアンテナ列７２１は第１のアンテナ７２
３と第２のアンテナ７２５とを有する。第２のアンテナ列７２２は第３のアンテナ７２４
と第４のアンテナ７２６とを有する。第１のビームフォーミングレイヤ７３０では、アン
テナ７２３、７２４、７２５、７２６は、ＵＥ７１２に信号ストリーム７３３、７３４、
７３５、７３６を送信する。第２のビームフォーミングレイヤ７４０では、アンテナ７２
３、７２４、７２５、７２６は、ＵＥ７１２に信号ストリーム７４３、７４４、７４５、
７４６を送信する。
【００４１】
　[0067]ＵＥ７１２は、受信機７１４において第１のビームフォーミングレイヤ７３０の
ストリーム７３３、７３５、７３４、７３６を受信する。ストリーム７３３、７３５、７
３４、７３６は互いに干渉し得る。ＵＥ７１２は、受信機７１６において第２のビームフ
ォーミングレイヤ７４０のストリーム７４３、７４５、７４４、７４６を受信する。同様
に、ストリーム７４３、７４５、７４４、７４６は互いに干渉し得る。受信機７１４およ
び受信機７１６は、ストリーム７３３、７３５、７３４、７３６とストリーム７４３、７
４５、７４４、７４６とのチャネル要素、たとえば、チャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ
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－ＲＳ）を測定することができる。
【００４２】
　[0068]測定されたチャネル要素に基づいて、ＵＥ７１２はｅＮＢ７１０にＣＳＩ報告７
６０を送り得る。ＣＳＩ報告７６０は、プリコーディングタイプインジケータ（ＰＴＩ）
、ランクインジケータ（ＲＩ）、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、および／または
ＰＭＩを含み得る。
【００４３】
　[0069]ＣＳＩ報告７６０中で搬送されたＰＭＩに基づいて、ｅＮＢ７１０は、垂直アン
テナアレイ７２０によって送信されるべき信号ストリームをプリコーディングし、したが
って、信号電力を改善し、ストリーム７３３、７３５、７３４、７３６の間の、およびス
トリーム７４３、７４５、７４４、７４６の間の干渉を低減するために、ビームフォーミ
ング技法を使用することができる。たとえば、ｅＮＢ７１０は、ストリーム７３３、７３
５、７３４、７３６が、ＵＥ７１２の受信機７１４において互いに、弱め合うのではなく
、強め合うように干渉するように、信号をプリコーディングすることができる。同様に、
ｅＮＢ７１０は、ストリーム７４３、７４５、７４４、７４６が、ＵＥ７１２の受信機７
１６において互いに、弱め合うのではなく、強め合うように干渉するように、信号をプリ
コーディングすることができる。
【００４４】
　[0070]ｅＮＢ７１０とＵＥ７１２とはそれぞれ、同じコードブックのコピーを有するこ
とができる。クックブックは、各々がプリコーディング構成を示す１つまたは複数のコー
ドワードを有する。チャネル要素測定に基づいて、ＵＥ７１２は、ＵＥ７１２に送信され
るべき信号をプリコーディングするための、ｅＮＢ７１０において使用されるべき１つま
たは複数のプリコーディング構成を選択することができる。ＵＥ７１２は、１つまたは複
数のプリコーディング構成に対応するコードブックからの１つまたは複数のコードワード
を選択する。各コードワードは、一意のビット組合せで１つまたは複数のビットによって
示されるかまたは表され得る。たとえば、第１のコードワードが「０１」によって表され
得、第２のコードワードが「１０」によって提示され得る。選択された（１つまたは複数
の）コードワードのインジケーション（たとえば、ビット組合せまたは値）は、ＰＭＩ中
に含まれ、ｅＮＢ７１０に送信され得る。ＰＭＩを受信すると、ｅＮＢ７１０は、（１つ
または複数の）コードワードを表す（１つまたは複数の）ビットを抽出し、したがって、
ｅＮＢ７１０におけるコードブックから、対応する（１つまたは複数の）コードワードを
選択することができる。その後、ｅＮＢ７１０は、（１つまたは複数の）コードワードに
よって示される（１つまたは複数の）プリコーディング構成を使用して、ＵＥ７１２に送
信されるべき信号をプリコーディングすることができる。
【００４５】
　[0071]一構成では、ｅＮＢ７１０によって使用されるプリコーディング構成は、３次元
（３Ｄ）マルチパス伝搬のアジマス次元における干渉に対処するにすぎないことがある。
たとえば、プリコーディング構成は、受信機７１４における信号ストリーム７３３、７３
４、７３５、７３６の間の干渉など、アジマス次元干渉を低減することを試みるにすぎな
いことがある。ＵＥ７１２とｅＮＢ７１０とによって使用されるコードブックのコードワ
ードは、したがって、そのようなプリコーディング構成を示すにすぎない。たとえば、ア
ジマス次元は、垂直アンテナアレイ７２０の、第１のアンテナ列７２１の、または第２の
アンテナ列７２２の長軸に直角である平面内にある。したがって、アジマス次元に関する
そのようなプリコーディング構成またはコードワードを示すために使用される対応するＰ
ＭＩは、アジマス次元におけるＰＭＩ（Ａ－ＰＭＩ）と呼ばれることがある。さらに、Ａ
－ＰＭＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩまたはサブバンドＡ－ＰＭＩであり得る。
【００４６】
　[0072]別の構成では、ｅＮＢ７１０によって使用されるプリコーディング構成は、垂直
次元（またはエレベーション次元）における動的ビームステアリングを実装し得る。たと
えば、エレベーション次元は、垂直アンテナアレイ７２０の、第１のアンテナ列７２１の
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、または第２のアンテナ列７２２の長軸に平行であり得る。ＭＩＭＯワイヤレスシステム
に固有の追加のエレベーション次元を活用することによって、大幅な容量改善および干渉
回避の著しい利得が達成され得る。たとえば、プリコーディング構成は、受信機７１４に
おける信号ストリーム７３３、７３４、７３５、７３６の間のエレベーション次元干渉を
低減し得る。したがって、エレベーション次元に関するそのようなプリコーディング構成
またはコードワードを示すために使用される対応するＰＭＩは、エレベーション次元にお
けるＰＭＩ（Ｅ－ＰＭＩ）と呼ばれることがある。さらに、Ｅ－ＰＭＩはワイドバンドＥ
－ＰＭＩまたはサブバンドＥ－ＰＭＩであり得る。
【００４７】
　[0073]図８は、別の垂直アンテナアレイ８００を示す図である。垂直アンテナアレイ８
００は、８×８の２次元、交差偏波アクティブアンテナアレイである。垂直アンテナアレ
イ８００は８つのアンテナ列と８つのアンテナ行とを有する。垂直アンテナアレイ８００
はｅＮＢ７１０によって利用され得る。
【００４８】
　[0074]ＵＥ７１２は、周期的に物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上でｅＮ
Ｂ７１０にＣＳＩ報告７６０を送信し得る。ＰＵＣＣＨは、フォーマット１、１ａ、１ｂ
、２、２ａ、２ｂ、および３など、いくつかの異なるフォーマットを使用することができ
る。ＰＵＣＣＨは、ｅＮＢ７１０によって予約されたリソースブロック（ＲＢ）を使用す
るアップリンクバンドのエッジに位置する。ＵＥ７１２は、サブフレームの第１および第
２のスロット中に、および周波数バンドの反対側にあり得る、２つのＲＢ中でＰＵＣＣＨ
を送信し得る。
【００４９】
　[0075]図９は、ＰＵＣＣＨを示す図９００である。例示的な例として、ＵＥ７１２は、
図４に示されているように、アップリンク周波数バンドの反対側にある第１のＲＢ４１０
ａおよび第２のＲＢ４１０ｂ中でＰＵＣＣＨを送信し得る。この例では、第１のＲＢ４１
０ａは、サブキャリア上にそれぞれ１２個のシンボルセクション９２０を有する。第２の
ＲＢ４１０ｂは、サブキャリア上にそれぞれ１２個のシンボルセクション９３０を有する
。各シンボルセクション９２０、９３０は、フォーマット１、１ａ、１ｂ、２、２ａ、２
ｂ、および３のうちの１つなど、特定のＰＵＣＣＨフォーマットを有することができる。
たとえば、第２のＲＢ４１０ｂの０番目のシンボルセクション９３０はフォーマット２／
２ａ／２ｂ　９４０のシンボルセクションであることが示されている。ノーマルサイクリ
ックプレフィックスを使用するとき、フォーマット２／２ａ／２ｂ　９４０のシンボルセ
クションは、５つのＰＵＣＣＨシンボル９４２と２つの基準シンボル９４４とを有する。
【００５０】
　[0076]一構成では、ＵＥ７１２は、ＲＢ４１０ａ、４１０ｂ中にあるフォーマット２／
２ａ／２ｂのＰＵＣＣＨ中でＣＳＩ報告を送信する。しかし、ＵＥ７１２は、それ自体に
対するＲＢ４１０ａ、４１０ｂを有しない。フォーマット２／２ａ／２ｂでは、ｅＮＢ７
１０は、０から１１まで続くサイクリックシフトとして知られるＵＥ固有パラメータを使
用してＲＢ４１０ａ、４１０ｂを共有するように１２個のＵＥを構成する。特に、ｅＮＢ
７１０は、１つのシンボルセクション９２０と１つのシンボルセクション９３０とを含む
固有ＰＵＣＣＨリソースをＵＥ７１２に割り振り得る。たとえば、ＵＥ７１２は、０番目
のシンボルセクション９２０と０番目のシンボルセクション９３０とを含む０番目のＰＵ
ＣＣＨリソースを割り振られ得る。
【００５１】
　[0077]上記で説明したように、「３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１２．２．０（２
０１４－０６）、第３世代パートナーシッププロジェクト、技術仕様グループ無線アクセ
スネットワーク、発展型ユニバーサル地上波無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）、物理レイヤ
プロシージャ（リリース１２）」（３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１２．２．０（２
０１４－０６））の下での標準タイプＣＳＩ報告のペイロードのサイズは、１１個の情報
ビットを超えない。ＣＳＩ情報ビットは、２０個のコード化ビットに（たとえば、リード
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ＳＫ変調シンボルにマッピングされ得、その後、各変調シンボルは、事前構成されたサイ
クリックシフトを使用して、長さ１２の直交シーケンスを使用して拡散され得る。
【００５２】
　[0078]リリース１２の下で、別個の期間およびオフセットをもつ以下のＣＱＩ／ＰＭＩ
およびＲＩ報告タイプがサポートされる。　
　　　・タイプ１報告はＵＥ選択サブバンドのためのＣＱＩフィードバックをサポートす
る。　
　　　・タイプ１ａ報告はサブバンドＣＱＩおよび第２のＰＭＩフィードバックをサポー
トする。　
　　　・タイプ２、タイプ２ｂ、およびタイプ２ｃ報告はワイドバンドＣＱＩおよびＰＭ
Ｉフィードバックをサポートする。　
　　　・タイプ２ａ報告はワイドバンドＰＭＩフィードバックをサポートする。　
　　　・タイプ３報告はＲＩフィードバックをサポートする。　
　　　・タイプ４報告はワイドバンドＣＱＩをサポートし、タイプ５報告はＲＩおよびワ
イドバンドＰＭＩフィードバックをサポートする。　
　　　・タイプ６報告はＲＩおよびＰＴＩフィードバックをサポートする。
【００５３】
　[0079]表１に、リリース１２によって定義されるＰＵＣＣＨ報告モードごとのペイロー
ドサイズとモード状態とを示す。
【００５４】
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【表１】

【００５５】

構成１
【００５６】
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　[0080]第１の構成では、ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１０に変更済みＣＳＩ報告を送信する
ために、０番目のシンボルセクション９２０および０番目のシンボルセクション９３０な
ど、ＰＵＣＣＨリソースを使用し得る。ＲＩ、ＣＱＩ、およびＡ－ＰＭＩに加えて、変更
済みＣＳＩ報告はＥ－ＰＭＩをも含む。Ｅ－ＰＭＩは、変更済みＣＳＩ報告に２つまたは
それ以上の追加の情報ビットを追加し得る。上記で説明したように、ＲＩ、ＣＱＩ、およ
び／またはＡ－ＰＭＩは最高１１個の情報ビットを使用し得る。いくつかの状況では、Ｅ
－ＰＭＩを含む変更済みＣＳＩ報告は、依然として、１１個のまたは情報ビットを使用し
得る。
【００５７】
　[0081]いくつかの状況では、Ｅ－ＰＭＩを含む変更済みＣＳＩ報告は１３個の情報ビッ
トを使用し得る。（１１個の情報ビットを２０個のコード化ビットに符号化する）リリー
ス１２の下で同じＣＳＩ符号化技法を使用する場合、変更済みＣＳＩ報告は２１個以上の
コード化ビットを使用し得る。ＵＥ７１２は、変更済みＣＳＩ報告を送信するために、利
用可能な２０個のコード化ビットのみを有する、フォーマット２／２ａ／２ｂの０番目の
シンボルセクション９２０および０番目のシンボルセクション９３０のを割り振られる。
したがって、０番目のシンボルセクション９２０、９３０を使用して変更済みＣＳＩ報告
を送信するために、追加の技法が必要とされる。
【００５８】
　[0082]したがって、ｅＮＢ７１０は、ＵＥ７１２に、１３個の情報ビットを２０個のコ
ード化ビットに符号化するために符号化アルゴリズムを使用するように命令し得る。Ａ－
ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとはジョイント符号化され得る。ＵＥ７１２が、Ａ－ＰＭＩを送信す
るために標準タイプＣＳＩ報告を送る必要があるたびに、ＵＥ７１２は、対応するＥ－Ｐ
ＭＩをさらに含めるために標準タイプＣＳＩ報告を変更し得る。ｅＮＢ７１０は、マスタ
情報ブロック（ＭＩＢ）またはシステム情報ブロック（ＳＩＢ）を通してＵＥ７１２に命
令または構成を送信することができる。既存の報告タイプ（たとえば、１ａ、２ａ、２ｂ
、および２ｃ）は、Ａ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩの両方を搬送するために変更され得る。
【００５９】
　[0083]たとえば、１＜ＲＩ＜４であるとき、タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンド
ＣＱＩのための４ビットと、３ビット空間差分ＣＱＩ（spatial differential CQI）とを
使用し得る。変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンドＣＱＩ（すなわち、４ビ
ット）と空間差分ＣＱＩ（すなわち、３ビット）とを搬送するために、リリース１２にお
いて定義されているのと同数の情報ビットを使用し得る。説明したように、変更済みタイ
プ２ｂ　ＣＳＩ報告のペイロードは１３個の情報ビットを有することができる。したがっ
て、変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、Ａ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとのために利用可能な
６つの情報ビットを有し得る。ただし、Ａ－ＰＭＩは４つの情報ビットを使用し得る。Ｅ
－ＰＭＩは４つ以上の情報ビットを使用し得る。言い換えれば、Ａ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩ
とは合わせて７つ以上の情報ビットを使用し得る。この状況において、１つの技法では、
ＵＥ７１２は、Ａ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとが合わせて７つ以上の情報ビットを使用しない
ように、Ａ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとをダウンサンプリングすることができる。そうするこ
とによって、変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報告はＡ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩの両方を含み得
る。別の技法では、Ｅ－ＰＭＩは、Ａ－ＰＭＩによって使用されない利用可能な情報ビッ
トのうちの残りの情報ビットのみを使用する。たとえば、変更済みＣＳＩ報告中にＡ－Ｐ
ＭＩとＥ－ＰＭＩとのために利用可能な６つの情報ビットがあり、Ａ－ＰＭＩが４つの情
報ビットを使用する場合、Ｅ－ＰＭＩは残りの２つの情報ビットを使用する。　

構成２
【００６０】
　[0084]第２の構成では、ＵＥ７１２は、Ｅ－ＰＭＩを搬送するために新しいＣＳＩ報告
を構成し得る。たとえば、ＵＥ７１２およびｅＮＢ７１０は、次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ
報告と次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告とを実装するように構成される。次世代タイプ１ｂ
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　ＣＳＩ報告はサブバンドＣＱＩとサブバンドＥ－ＰＭＩとを搬送することができる。次
世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告はワイドバンドＣＱＩとワイドバンドＥ－ＰＭＩとを搬送す
ることができる。ＵＥ７１２は、次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告と次世代タイプ２ｄ　Ｃ
ＳＩ報告とを符号化するために、リリース１２において定義されているのと同じ符号化技
法を使用し得る。すなわち、１１個の情報ビットが２０個のコード化ビットに符号化され
得る。
【００６１】
　[0085]より詳細には、ＲＩ＝１の場合、次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告は、サブバンド
ＣＱＩのための４ビットと、サブバンドＥ－ＰＭＩのための４ビットと、サブバンド選択
のためのＬビットとを使用し得る。ＲＩ＞１の場合、タイプ１ｂ報告は、サブバンドＣＱ
Ｉのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、サブバンドＥ－ＰＭＩのた
めの２ビットと、サブバンド選択のためのＬビットとを使用し得る。
【００６２】
　[0086]ＲＩ＝１の場合、タイプ２ｄ報告は、ワイドバンドＣＱＩのための４ビットとワ
イドバンドＥ－ＰＭＩのための４ビットとを使用し得る。ＲＩ＞１の場合、タイプ２ｄ報
告は、ワイドバンドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、ワ
イドバンドＥ－ＰＭＩのための４ビットとを使用し得る。
【００６３】
　[0087]ｅＮＢ７１０は、同じ周期であるが異なるサブフレームオフセット上で標準タイ
プ１ａ　ＣＳＩ報告と次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告とを交互に報告するように、ＵＥ７
１２を構成し得る。ｅＮＢ７１０は、同じ周期であるが異なるサブフレームオフセット上
で標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告と次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告とを交互に報告するよう
に、ＵＥ７１２を構成し得る。ＵＥ７１２はｅＮＢ７１０から構成を受信し得る。構成は
、標準タイプＣＳＩ報告と変更済みＣＳＩ報告とを送信するための送信パラメータを指定
する。パラメータは、標準タイプＣＳＩ報告と変更済みＣＳＩ報告との報告周期およびサ
ブフレームオフセットのうちの少なくとも１つを示す。
【００６４】
　[0088]たとえば、Ｅ－ＰＭＩを報告することがないリリース１２の下で、ｅＮＢ７１０
は、あらゆるサブフレーム１およびあらゆるサブフレーム６上で標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ
報告を報告するようにＵＥ７１２を構成し得る。ここで説明する技法を使用して、ｅＮＢ
７１０は、あらゆるサブフレーム１上で標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告を報告し、あらゆる
サブフレーム６上で次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告を報告するようにＵＥ７１２を構成し
得る。言い換えれば、ＵＥ７１２は、サブフレーム６上で送信された標準タイプ２ｂ　Ｃ
ＳＩ報告を次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告と置き換え得る。
【００６５】
　[0089]図１０は、ＵＥ７１２とｅＮＢ７１０との間のＣＳＩ報告技法を示す図１０００
である。この例では、ＰＴＩは０である。したがって、ｅＮＢ７１０は、標準タイプ６　
ＣＳＩ報告と、標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告と、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告と、次世代
タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告とをｅＮＢ７１０に送信するようにＵＥ７１２を構成し得る。さ
らに、この例では、ｅＮＢ７１０は、４つのフレーム（すなわち、フレーム１０１２、１
０１４、１０１６、１０１８）ごとに、１つの標準タイプ６　ＣＳＩ報告と、２つの標準
タイプ２ａ　ＣＳＩ報告と、４つの標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告と、４つの次世代タイプ
２ｄ　ＣＳＩ報告とを送信するようにＵＥ７１２を構成する。各フレームはサブフレーム
０～９（すなわち、１０個のサブフレーム）を有する。より詳細には、ＵＥ７１２は、フ
レーム１０１２のサブフレーム０上で標準タイプ６　ＣＳＩ報告を送信する。ＵＥ７１２
は、フレーム１０１２とフレーム１０１６とのサブフレーム１上で標準タイプ２ａ　ＣＳ
Ｉ報告を送信する。ＵＥ７１２は、フレーム１０１２、１０１４、１０１６、１０１８の
各々のサブフレーム４上で標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告を送信する。ＵＥ７１２は、フレ
ーム１０１２、１０１４、１０１６、１０１８の各々のサブフレーム８上で次世代タイプ
２ｄ　ＣＳＩ報告を送信する。
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【００６６】
　[0090]標準タイプ６　ＣＳＩ報告は、ＲＩのための３ビットとＰＴＩのための１ビット
とを使用し得る。この例では、ＰＴＩは０である。
【００６７】
　[0091]標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告は第１のワイドバンドＡ－ＰＭＩを報告し得る。特
に、ＲＩ＝１または２である場合、標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告は第１のワイドバンドＡ
－ＰＭＩのための４ビットを使用し得る。２＜ＲＩ＜８である場合、標準タイプ２ａ　Ｃ
ＳＩ報告は第１のワイドバンドＡ－ＰＭＩのための２ビットを使用し得る。ＲＩ＝８であ
る場合、標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告は第１のワイドバンドＡ－ＰＭＩのための０ビット
を使用し得る。
【００６８】
　[0092]標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告はワイドバンドＣＱＩと第２のワイドバンドＡ－Ｐ
ＭＩとを報告し得る。特に、ＲＩ＝１である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイ
ドバンドＣＱＩのための４ビットと第２のワイドバンドＡ－ＰＭＩのための４ビットとを
使用し得る。１＜ＲＩ＜４である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンドＣ
ＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、第２のワイドバンドＡ－
ＰＭＩのための４ビットとを使用し得る。ＲＩ＝４である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ
報告は、ワイドバンドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、
第２のワイドバンドＡ－ＰＭＩのための３ビットとを使用し得る。ＲＩ＞４である場合、
標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱ
Ｉのための３ビットと、第２のワイドバンドＡ－ＰＭＩのための０ビットとを使用し得る
。
【００６９】
　[0093]次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告はワイドバンドＣＱＩとワイドバンドＥ－ＰＭＩ
とを報告し得る。特に、ＲＩ＝１である場合、次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告は、ワイド
バンドＣＱＩのための４ビットとワイドバンドＥ－ＰＭＩのための４ビットとを使用し得
る。ＲＩ＞１である場合、次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンドＣＱＩのため
の４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、ワイドバンドＥ－ＰＭＩのための４
ビットとを使用し得る。
【００７０】
　[0094]図１１は、ＵＥ７１２とｅＮＢ７１０との間の別の第１のＣＳＩ報告技法を示す
図である。この例では、ＰＴＩは１である。したがって、ｅＮＢ７１０は、標準タイプ６
　ＣＳＩ報告と、標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告と、次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告と、標
準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告と、次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告とをｅＮＢ７１０に送信す
るようにＵＥ７１２を構成し得る。さらに、この例では、ｅＮＢ７１０は、４つのフレー
ム（すなわち、フレーム１１１２、１１１４、１１１６、１１１８）ごとに、１つの標準
タイプ６　ＣＳＩ報告と、３つの標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告と、３つの次世代タイプ１
ｂ　ＣＳＩ報告と、２つの標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告と、２つの次世代タイプ２ｄ　Ｃ
ＳＩ報告とを送信するようにＵＥ７１２を構成する。各フレームはサブフレーム０～９（
すなわち、１０個のサブフレーム）を有する。より詳細には、ＵＥ７１２は、フレーム１
１１２のサブフレーム０上で標準タイプ６　ＣＳＩ報告を送信する。ＵＥ７１２は、フレ
ーム１１１２のサブフレーム３とフレーム１１１６のサブフレーム５との上で標準タイプ
２ｂ　ＣＳＩ報告を送信する。ＵＥ７１２は、フレーム１１１２のサブフレーム６とフレ
ーム１１１８のサブフレーム０との上で次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告を送信する。ＵＥ
７１２は、それぞれサブバンド１、サブバンド３、およびサブバンド２のために、フレー
ム１１１４のサブフレーム１、フレーム１１１４のサブフレーム７、およびフレーム１１
１８のサブフレーム３上で標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告を送信する。ＵＥ７１２は、それ
ぞれサブバンド２、サブバンド３、およびサブバンド１のために、フレーム１１１４のサ
ブフレーム４、フレーム１１１６のサブフレーム２、およびフレーム１１１８のサブフレ
ーム６上で次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告を送信する。
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【００７１】
　[0095]標準タイプ６　ＣＳＩ報告は、ＲＩのための３ビットとＰＴＩのための１ビット
とを使用し得る。この例では、ＰＴＩは１である。
【００７２】
　[0096]標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告はワイドバンドＣＱＩとワイドバンドＡ－ＰＭＩと
を報告し得る。特に、ＲＩ＝１である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバン
ドＣＱＩのための４ビットとワイドバンドＡ－ＰＭＩのための４ビットとを使用し得る。
１＜ＲＩ＜４である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンドＣＱＩのための
４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、ワイドバンドＡ－ＰＭＩのための４ビ
ットとを使用し得る。ＲＩ＝４である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は、ワイドバン
ドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、ワイドバンドＡ－Ｐ
ＭＩのための３ビットとを使用し得る。ＲＩ＞４である場合、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報
告は、ワイドバンドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、ワ
イドバンドＡ－ＰＭＩのための０ビットとを使用し得る。
【００７３】
　[0097]次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告はワイドバンドＣＱＩとワイドバンドＥ－ＰＭＩ
とを報告し得る。特に、ＲＩ＝１である場合、次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告は、ワイド
バンドＣＱＩのための４ビットとワイドバンドＥ－ＰＭＩのための４ビットとを使用し得
る。ＲＩ＞１である場合、次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告は、ワイドバンドＣＱＩのため
の４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、ワイドバンドＥ－ＰＭＩのための４
ビットとを使用し得る。
【００７４】
　[0098]標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告はサブバンドＣＱＩとサブバンドＡ－ＰＭＩとを報
告し得る。特に、ＲＩ＝１である場合、標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告は、サブバンドＣＱ
Ｉのための４ビットと、サブバンドＡ－ＰＭＩのための４ビットと、サブバンド選択のた
めのＬビットとを使用し得る。１＜ＲＩ＜５である場合、標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告は
、サブバンドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、サブバン
ドＡ－ＰＭＩのための２ビットと、サブバンド選択のためのＬビットとを使用し得る。Ｒ
Ｉ＞４である場合、標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告は、サブバンドＣＱＩのための４ビット
と、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、サブバンドＡ－ＰＭＩのための０ビットと、サ
ブバンド選択のためのＬビットとを使用し得る。
【００７５】
　[0099]次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告はサブバンドＣＱＩとサブバンドＥ－ＰＭＩとを
報告し得る。特に、ＲＩ＝１である場合、次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告は、サブバンド
ＣＱＩのための４ビットと、サブバンドＥ－ＰＭＩのための４ビットと、サブバンド選択
のためのＬビットとを使用し得る。ＲＩ＞１である場合、次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告
は、サブバンドＣＱＩのための４ビットと、空間差分ＣＱＩのための３ビットと、サブバ
ンドＥ－ＰＭＩのための２ビットと、サブバンド選択のためのＬビットとを使用し得る。
【００７６】
　[00100]さらに、ＵＥ７１２は、各ＣＳＩ報告中で報告されたＣＱＩを、同じ報告中の
ＰＭＩならびに（１つまたは複数の）前の報告中で送信された（１つまたは複数の）ＰＭ
Ｉに基づいて、決定するように構成され得る。
【００７７】
　[00101]標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告と次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告との場合、報告
されたワイドバンドＣＱＩは、前の報告されたワイドバンドＥ－ＰＭＩまたはワイドバン
ドＡ－ＰＭＩ、ならびに現在送信されているワイドバンドＡ－ＰＭＩまたはワイドバンド
Ｅ－ＰＭＩに基づいて、決定され得る。図１０に示されている例を使用して、ＵＥ７１２
は、フレーム１０１２のサブフレーム８上で送信された次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告中
で搬送されたワイドバンドＣＱＩを、同じ報告中で搬送されたワイドバンドＥ－ＰＭＩと
、フレーム１０１２のサブフレーム４上で送信された標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告中で搬
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送されたワイドバンドＡ－ＰＭＩとに基づいて、決定する。ＵＥ７１２は、フレーム１０
１６のサブフレーム４上で送信された標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送されたワイド
バンドＣＱＩを、同じ報告中で搬送されたワイドバンドＡ－ＰＭＩと、フレーム１０１４
のサブフレーム８上で送信された次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告中で搬送されたワイドバ
ンドＥ－ＰＭＩとに基づいて、決定する。
【００７８】
　[00102]標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告と次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告との場合、１つ
の技法では、標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＣＱＩは、同じ報告
中で搬送されたサブバンドＡ－ＰＭＩと、前に送信された次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告
中で搬送されたワイドバンドＥ－ＰＭＩとに基づいて、計算され得る。次世代タイプ１ｂ
　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＣＱＩは、同じ報告中で搬送されたサブバンドＥ
－ＰＭＩと、前に送信された標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送されたワイドバンドＡ
－ＰＭＩとに基づいて、計算され得る。図７に示されている例を使用して、ＵＥ７１２は
、フレーム１１１４のサブフレーム１上で送信された標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告中で搬
送されたサブバンドＣＱＩを、同じ報告中で搬送されたサブバンドＡ－ＰＭＩと、フレー
ム１１１２のサブフレーム６上で送信された次世代タイプ２ｄ　ＣＳＩ報告中で搬送され
たワイドバンドＥ－ＰＭＩとに基づいて、決定する。ＵＥ７１２は、フレーム１１１４の
サブフレーム４上で送信された次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンド
ＣＱＩを、同じ報告中で搬送されたサブバンドＥ－ＰＭＩと、フレーム１１１２のサブフ
レーム３上で送信された標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送されたワイドバンドＡ－Ｐ
ＭＩとに基づいて、決定する。
【００７９】
　[00103]標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告と次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告との場合、別の
技法では、標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＣＱＩは、同じ報告中
で搬送されたサブバンドＡ－ＰＭＩと、同じサブバンドに関する前に送信された次世代タ
イプ１ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＥ－ＰＭＩとに基づいて、計算され得る
。次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＣＱＩは、同じ報告中で搬送
されたサブバンドＥ－ＰＭＩと、同じサブバンドに関する前に送信された標準タイプ１ａ
　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＡ－ＰＭＩとに基づいて、計算され得る。図７に
示されている例を使用して、ＵＥ７１２は、フレーム１１１８のサブフレーム３上で送信
されたサブバンド２に関する標準タイプ１ａ　ＣＳＩ報告中で搬送されたサブバンドＣＱ
Ｉを、同じ報告中で搬送されたサブバンドＡ－ＰＭＩと、フレーム１１１４のサブフレー
ム４上で送信されたサブバンド２に関する次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送された
サブバンドＥ－ＰＭＩとに基づいて、決定する。ＵＥ７１２は、フレーム１１１８のサブ
フレーム６上で送信されたサブバンド１に関する次世代タイプ１ｂ　ＣＳＩ報告中で搬送
されたサブバンドＣＱＩを、同じ報告中で搬送されたサブバンドＥ－ＰＭＩと、フレーム
１１１４のサブフレーム１上で送信されたサブバンド１に関する標準タイプ１ａ　ＣＳＩ
報告中で搬送されたサブバンドＡ－ＰＭＩとに基づいて、決定する。　

構成３
【００８０】
　[00104]第３の構成では、ｅＮＢ７１０は、ワイドバンドＥ－ＰＭＩのみを報告するよ
うにＵＥ７１２に命令し得る。１つの技法では、ワイドバンドＥ－ＰＭＩは、変更済みタ
イプ２ａ　ＣＳＩ報告中に含まれるか、またはＲＩ＝１であるとき、変更済みタイプ２ｂ
／２ｃ　ＣＳＩ報告中に含まれ得る。図１０に関して上記で説明したように、標準タイプ
２ａ　ＣＳＩ報告は、第１のワイドバンドＡ－ＰＭＩを報告し得、最高４つの情報ビット
を使用し得る。一方、標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告のペイロードは、１１個の情報ビット
を搬送するように構成され得る。言い換えれば、ＵＥ７１２は、ワイドバンドＥ－ＰＭＩ
を搬送するために、変更済みタイプ２ａ　ＣＳＩ報告の残りの情報ビットを使用し得る。
ＵＥ７１２は、その報告中にワイドバンドＡ－ＰＭＩとワイドバンドＥ－ＰＭＩの両方を
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含む、変更済みタイプ２ａ　ＣＳＩ報告を生成するために、標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告
を変更し得る。ＵＥ７１２は、変更済みタイプ２ａ　ＣＳＩ報告を符号化するために、リ
リース１２において定義されているのと同じ符号化技法を使用し得る。すなわち、１１個
の情報ビットが２０個のコード化ビットに符号化され得る。
【００８１】
　[00105]さらに、ＲＩ＝１であるとき、標準タイプ２ｂ、２ｃ　ＣＳＩ報告が、ワイド
バンドＣＱＩと（１つまたは複数の）ワイドバンドＡ－ＰＭＩとを搬送するために、最高
８つの情報ビットを使用し得る。したがって、ＵＥ７１２は、ワイドバンドＥ－ＰＭＩを
搬送するために、標準タイプ２ｂ、２ｃ　ＣＳＩ報告の残りの情報ビット（たとえば、３
つの情報ビット）を使用し得る。言い換えれば、ＵＥ７１２は、その報告中に（１つまた
は複数の）ワイドバンドＡ－ＰＭＩとワイドバンドＥ－ＰＭＩの両方を含む、変更済みタ
イプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告を生成するために、標準タイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告を変
更し得る。ＵＥ７１２は、変更済みタイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告を符号化するために、
リリース１２において定義されているのと同じ符号化技法を使用し得る。すなわち、１１
個の情報ビットが２０個のコード化ビットに符号化され得る。
【００８２】
　[00106]別の技法では、ＲＩ＞１であるとき、ワイドバンドＥ－ＰＭＩは、変更済みタ
イプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告中に含まれ得る。ＵＥ７１２は、変更済みタイプ２ｂ／２ｃ
　ＣＳＩ報告を生成するために、標準タイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告中の空間差分ＣＱＩ
を変更し得る。たとえば、標準タイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告中の空間差分ＣＱＩは３つ
の情報ビットを使用し得る。ｅＮＢ７１０およびＵＥ７１２は、空間差分ＣＱＩとワイド
バンドＥ－ＰＭＩとを交互に搬送するために、標準タイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告中の空
間差分ＣＱＩに割り振られた情報ビットを使用することができる。ＵＥ７１２は、空間差
分ＣＱＩに割り振られた情報ビットが、空間差分ＣＱＩを搬送するために使用されるのか
、ワイドバンドＥ－ＰＭＩを搬送するために使用されるのかを示すためのＥ－ＰＭＩイン
ジケータ（ＥＰＩ）を使用し得る。たとえば、ＥＰＩは、３つの情報ビットのうちの１ビ
ット、たとえば、最上位ビットであり得、残りのビットが空間差分ＣＱＩを搬送するのか
、ワイドバンドＥ－ＰＭＩを搬送するのかを示し得る。さらに、ＵＥ７１２は、空間差分
ＣＱＩまたはワイドバンドＥ－ＰＭＩを２つの情報ビットにダウンサンプリングする必要
があり得る。たとえば、ＵＥ７１２は、残りの２ビットが空間差分ＣＱＩであることを示
すために最上位ビットにおいて０を使用し得、残りの２ビットがワイドバンドＥ－ＰＭＩ
であることを示すために１を使用し得る。したがって、ＵＥ７１２は、３つの情報ビット
のうちの残りの２ビットが、必要に応じて空間差分ＣＱＩまたはワイドバンドＥ－ＰＭＩ
を搬送する、変更済みタイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告を生成し得る。特に、ＵＥ７１２は
、空間差分ＣＱＩを搬送する変更済みタイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告と、ワイドバンドＥ
－ＰＭＩを搬送する変更済みタイプ２ｂ／２ｃ　ＣＳＩ報告とを交互に生成し、それらを
ｅＮＢ７１０に送信し得る。　

構成４
【００８３】
　[00107]第４の構成では、ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１０にワイドバンドＥ－ＰＭＩを送
信するためにＰＵＣＣＨリソースを利用し得る。再び図９を参照すると、第１のＲＢ４１
０ａおよび第２のＲＢ４１０ｂは１２個のＰＵＣＣＨリソースを含む。各ＰＵＣＣＨリソ
ース（たとえば、０番目のＰＵＣＣＨリソース、１番目のＰＵＣＣＨリソース、．．．、
または１１番目のＰＵＣＣＨリソース）は、第１のＲＢ４１０ａのシンボルセクション９
２０および第２のＲＢ４１０ｂのシンボルセクション９３０（たとえば、０番目のシンボ
ルセクション９２０、９３０、１番目のシンボルセクション９２０、９３０、．．．、ま
たは１１番目のシンボルセクション９２０、９３０）を含む。ＵＥ７１２は、ワイドバン
ドＥ－ＰＭＩを２ビットにダウンサンプリングし得る。ｅＮＢ７１０およびＵＥ７１２は
、ＲＢ４１０ａ、４１０ｂ中のＰＵＣＣＨリソースのうちの１つまたは複数にワイドバン
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ドＥ－ＰＭＩ値を割り当て得る。ＵＥ７１２がワイドバンドＥ－ＰＭＩを決定したとき、
ＵＥ７１２は、次いで、他の標準タイプＣＳＩ報告を送信するために、決定されたワイド
バンドＥ－ＰＭＩに対応するＰＵＣＣＨリソースを使用する。
【００８４】
　[00108]たとえば、０番目のＰＵＣＣＨリソースは値「００」に対応し得る。３番目の
ＰＵＣＣＨリソースは値「０１」に対応し得る。６番目のＰＵＣＣＨリソースは値「１０
」に対応し得る。９番目のＰＵＣＣＨリソースは値「１１」に対応し得る。ＵＥ７１２が
、ワイドバンドＥ－ＰＭＩ値が「１０」であると決定し、そのときに、ｅＮＢ７１０に標
準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告を送信する必要があり得ると仮定する。したがって、ｅＮＢ７
１０は、標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告を送信するために、ワイドバンドＥ－ＰＭＩ値「１
０」に対応する、６番目のＰＵＣＣＨリソースを選択する。その後、ｅＮＢ７１０は、６
番目のＰＵＣＣＨリソース上で標準タイプ２ａ　ＣＳＩ報告を受信する。選択されたＰＵ
ＣＣＨリソースに基づいて、ｅＮＢ７１０は、ＵＥ７１２におけるワイドバンドＥ－ＰＭ
Ｉが「１０」であると決定することができる。　

構成５
【００８５】
　[00109]第５の構成では、ＵＥ７１２は、Ａ－ＰＭＩに加えて、Ｅ－ＰＭＩを含む、変
更済みＣＳＩ報告を送信するために、フォーマット３のＰＵＣＣＨを使用し得る。Ａ－Ｐ
ＭＩとＥ－ＰＭＩとはジョイント符号化され得る。ＵＥ７１２が、Ａ－ＰＭＩを送信する
ために標準タイプＣＳＩ報告を送る必要があるたびに、ＵＥ７１２は、対応するＥ－ＰＭ
Ｉをさらに含めるために標準タイプＣＳＩ報告を変更し得る。フォーマット３のＰＵＣＣ
Ｈは最高２２個の情報ビットを搬送し得る。ｅＮＢ７１０およびＵＥ７１２は、複数のハ
イブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）肯定応答ビットのセットを送信するために、フォー
マット３のＰＵＣＣＨを使用するように構成され得る。一例では、ＵＥ７１２がＨＡＲＱ
肯定応答ビットを送信する必要がないとき、ＵＥ７１２は、Ａ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩの両
方を含み、ペイロードが１２個以上の情報ビットであり得る、変更済みＣＳＩ報告を送信
するために、フォーマット３のＰＵＣＣＨを使用することができる。別の例では、ＣＳＩ
報告が１１ビットよりも大きいとき、ＰＵＣＣＨフォーマット３が使用され、他の場合、
ＰＵＣＣＨフォーマット２／２ａ／２ｂが使用される。　

追加の例
【００８６】
　[00110]図１２は、上記で説明した第１の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図１２０
０である。この例では、ＰＴＩは０である。ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１０にＣＳＩ報告を
送信するために第１の次世代ＰＵＣＣＨ報告モード２－１を使用し得る。より詳細には、
この次世代ＰＵＣＣＨ報告モードでは、ＵＥ７１２は、周期Ｐ３においてＲＩ／ＰＴＩ報
告１３１２を送ることを開始し得る。ＲＩ／ＰＴＩ報告１７１２に続いて、および周期Ｐ
３によって定義される期間内に、ＵＥ７１２は、周期Ｐ２において第１のＰＭＩ報告１３
１４を送ることを開始し得る。ＲＩ／ＰＴＩ報告１７１２と第１のＰＭＩ報告１３１４と
の間に０個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。さらに、第１のＰＭＩ報告１３１
４に続いて、および周期Ｐ２によって定義される期間内に、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１にお
いて第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１３１６を送ることを開始し得る。第１のＰＭＩ報告１３
１４と第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１３１６との間に０個またはそれ以上のサブフレームが
あり得る。
【００８７】
　[00111]周期Ｐ１はＮpd個のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ２はＨ・Ｎpd個
のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ３はＭRI・Ｈ・Ｎpd個のサブフレームの期間
を定義し得る。一例として、ＭRI、Ｈ、およびＮpdはそれぞれ、０よりも大きい整数であ
る。別の例として、ＭRI、Ｈ、およびＮpdは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１２．
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２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクション７．２．２、「ＰＵＣＣＨを使用し
た周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。各ＲＩ／ＰＴＩ報告１３１２は、ＲＩとＰＴ
Ｉとを含み得、たとえば、標準タイプ６　ＣＳＩ報告であり得る。各第１のＰＭＩ報告１
３１４は、１番目のＥ－ＰＭＩと１番目のＡ－ＰＭＩとを含み得、たとえば、変更済みタ
イプ２ａ　ＣＳＩ報告であり得る。各第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１３１６は、２番目のＡ
－ＰＭＩとワイドバンドＣＱＩとを含み得、たとえば、標準タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告であ
り得る。
【００８８】
　[00112]さらに、第１のＰＭＩ報告１３１４は１１個の情報ビットのペイロードサイズ
を有し得る。１番目のＡ－ＰＭＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩであり得、１番目のＥ－ＰＭ
ＩはワイドバンドＥ－ＰＭＩであり得る。互いに組み合わせられた１番目のＡ－ＰＭＩと
１番目のＥ－ＰＭＩとは６ビットを使用し得る。１番目のＡ－ＰＭＩと１番目のＥ－ＰＭ
Ｉとはジョイント符号化され得る。一例として、１番目のＡ－ＰＭＩは４つの情報ビット
を使用し得、１番目のＥ－ＰＭＩは２つの情報ビットを使用し得る。したがって、１番目
のＡ－ＰＭＩおよび１番目のＥ－ＰＭＩは第１のＰＭＩ報告１３１４のペイロード中で搬
送され得る。
【００８９】
　[00113]図１３は、上記で説明した第２の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図１３０
０である。この例では、ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１０にＣＳＩ報告を送信するためにＰＵ
ＣＣＨ報告モード１－１次世代サブモード１を使用し得る。より詳細には、この次世代サ
ブモードでは、ＵＥ７１２は、周期Ｐ２においてＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２とＲＩ／
Ａ－ＰＭＩ報告１２１４とのペアを送ることを開始し得る。すなわち、ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ
報告１２１２とＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４とは交互に送信され得る。図１３は、ＲＩ
／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２がＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４より前に送信されることを示
しているが、ＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４はＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２より前に送
信され得る。ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２とＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４との間に０
個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。さらに、周期Ｐ２によって定義される期間
内に、およびＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２とＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４とのペアに
続いて、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１においてＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６を送ることを開始
し得る。ＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４とＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６との間に０個また
はそれ以上のサブフレームがあり得る。
【００９０】
　[00114]周期Ｐ１は、Ｎpd個のサブフレームを有する期間を定義し得る。周期Ｐ２は、
（ＭRI＋１）・Ｎpd個のサブフレームを有する期間を定義し得る。一例として、ＭRIおよ
びＮpdはそれぞれ、０よりも大きい整数である。別の例として、ＭRIおよびＮpdは、３Ｇ
ＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１２．２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクショ
ン７．２．２、「ＰＵＣＣＨを使用した周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。
【００９１】
　[00115]各ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２は、ＲＩと１番目のＥ－ＰＭＩとを含み得、
たとえば、変更済みタイプ５　ＣＳＩ報告であり得る。各ＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４
は、ＲＩと１番目のＡ－ＰＭＩとを含み得、たとえば、標準タイプ５　ＣＳＩ報告であり
得る。各ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６は、２番目のＥ－ＰＭＩと、２番目のＡ－ＰＭＩと
、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６は、たとえば、変更済
みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報告であり得る。さらに、ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６は１１個の
情報ビットのペイロードサイズを有し得る。ワイドバンドＣＱＩは最高７つの情報ビット
を使用し得る。したがって、２番目のＥ－ＰＭＩと２番目のＡ－ＰＭＩとは、組み合わせ
られ、組み合わせられた２番目のＥ－ＰＭＩと２番目のＡ－ＰＭＩとが合わせて４つ以下
の情報ビットを使用するように、ダウンサンプリングされ得る。２番目のＥ－ＰＭＩと２
番目のＡ－ＰＭＩとはジョイント符号化され得る。したがって、ワイドバンドＣＱＩ、２
番目のＡ－ＰＭＩ、および２番目のＥ－ＰＭＩは、ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６のペイロ
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ード中で搬送され得る。
【００９２】
　[00116]図１３に示すように、１番目のＥ－ＰＭＩと１番目のＡ－ＰＭＩとは交互に報
告される。１番目のＥ－ＰＭＩと１番目のＡ－ＰＭＩとの各々はＲＩとジョイント符号化
され得る。周期Ｐ２によって定義される同じ期間におけるＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２
とＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４とは同じＲＩを含み得る。さらに、ＵＥ７１２は、同じ
ＣＳＩ－ＲＳ測定に基づいて、１番目のＥ－ＰＭＩと、１番目のＡ－ＰＭＩと、ＲＩとを
一緒に決定し得る。したがって、１番目のＥ－ＰＭＩおよび１番目のＡ－ＰＭＩは、周期
Ｐ２によって定義される期間内の２つの別個の報告（たとえば、ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１
２１２およびＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４）を通してｅＮＢ７１０に報告され、２つの
別個の報告は両方とも同じＲＩを搬送し得る。
【００９３】
　[00117]図１４は、上記で説明した第２の構成による、別のＣＳＩ報告技法を示す図１
４００である。この例では、ＲＩは４以下である。ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１０にＣＳＩ
報告を送信するために第１のＰＵＣＣＨ報告モード１－１次世代サブモード２を使用し得
る。より詳細には、この次世代サブモードでは、ＵＥ７１２は、周期Ｐ２においてＲＩ報
告１４１２を送ることを開始し得る。さらに、周期Ｐ２によって定義される期間内に、お
よびＲＩ報告１４１２に続いて、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１においてＥ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報
告１４１４とＡ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６とを交互に送ることを開始し得る。言い換
えれば、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１によって定義される期間の２倍である期間を定義する周
期において、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４とＡ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６とを送
ることを開始し得る。図１４は、ＵＥ７１２が、ＲＩ報告１４１２を送った後に、最初に
、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４を送ることを示しているが、ＵＥ７１２は、代替では
、ＲＩ報告１４１２を送った後に、最初に、（Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４の代わり
に）Ａ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６を送り得る。ＲＩ報告１４１２と最初のＥ－ＰＭＩ
／ＣＱＩ報告１４１４との間に、またはＲＩ報告１４１２と最初のＡ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報
告１４１６との間に０個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。
【００９４】
　[00118]周期Ｐ１はＮpd個のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ２はＭRI・Ｎpd

個のサブフレームの期間を定義し得る。一例として、ＭRIおよびＮpdはそれぞれ、０より
も大きい整数である。別の例として、ＭRIおよびＮpdは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３
　Ｖ１２．２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクション７．２．２、「ＰＵＣＣ
Ｈを使用した周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。
【００９５】
　[00119]各ＲＩ報告１４１２は、ＲＩを含み得、たとえば、標準タイプ３　ＣＳＩ報告
であり得る。各Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４は、１番目のＥ－ＰＭＩと、２番目のＥ
－ＰＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４は、た
とえば、変更済みタイプ２ｃ　ＣＳＩ報告であり得る。一例として、標準タイプ２ｃ　Ｃ
ＳＩ報告は、変更済みタイプ２ｃ　ＣＳＩ報告を生成するために変更され得る。変更済み
タイプ２ｃ　ＣＳＩ報告では、１番目のＡ－ＰＭＩを搬送するために指定された情報ビッ
トは、１番目のＥ－ＰＭＩを搬送するために使用され、２番目のＡ－ＰＭＩを搬送するた
めに指定された情報ビットは、２番目のＥ－ＰＭＩを搬送するために使用される。ワイド
バンドＣＱＩは、それが標準タイプ２ｃ　ＣＳＩ報告中で搬送されるであろうのと同様に
変更済みタイプ２ｃ　ＣＳＩ報告中で搬送される。
【００９６】
　[00120]各Ａ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６は、１番目のＡ－ＰＭＩと、２番目のＡ－
ＰＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。Ａ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６は、たと
えば、標準タイプ２ｃ　ＣＳＩ報告であり得る。
【００９７】
　[00121]図１５は、上記で説明した第２の構成による、また別のＣＳＩ報告技法を示す
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図１５００である。この例では、ＲＩは４よりも大きい。ＵＥ７１２はまた、ｅＮＢ７１
０にＣＳＩ報告を送信するために第１のＰＵＣＣＨ報告モード１－１次世代サブモード２
を使用し得る。ＲＩが４よりも大きいとき、ＵＥ７１２は、２番目のＡ－ＰＭＩまたは２
番目のＥ－ＰＭＩを送信しないことがある。より詳細には、ＵＥ７１２は、周期Ｐ２にお
いてＲＩ報告１５１２を送ることを開始し得る。さらに、周期Ｐ２によって定義される期
間内に、およびＲＩ報告１５１２に続いて、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１においてＰＭＩ／Ｃ
ＱＩ報告１５１４を送ることを開始し得る。ＲＩ報告１５１２と最初のＰＭＩ／ＣＱＩ報
告１５１４との間に０個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。
【００９８】
　[00122]周期Ｐ１はＮpd個のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ２はＭRI・Ｎpd

個のサブフレームの期間を定義し得る。一例として、ＭRIおよびＮpdはそれぞれ、０より
も大きい整数である。別の例として、ＭRIおよびＮpdは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３
　Ｖ１２．２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクション７．２．２、「ＰＵＣＣ
Ｈを使用した周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。
【００９９】
　[00123]各ＲＩ報告１５１２は、ＲＩを含み得、たとえば、標準タイプ３　ＣＳＩ報告
であり得る。各ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１５１４は、１番目のＥ－ＰＭＩと、１番目のＡ－Ｐ
ＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１５１４は、たとえば、
変更済みタイプ２　ＣＳＩ報告であり得る。一例として、標準タイプ２　ＣＳＩ報告は、
変更済みタイプ２　ＣＳＩ報告を生成するために変更され得る。特に、ＰＭＩ／ＣＱＩ報
告１５１４は１１個の情報ビットのペイロードサイズを有し得る。ワイドバンドＣＱＩは
最高７つの情報ビットを使用し得る。したがって、１番目のＥ－ＰＭＩと１番目のＡ－Ｐ
ＭＩとは、組み合わせられ、４つ以下の情報ビットを使用するようにダウンサンプリング
され得る。したがって、ワイドバンドＣＱＩ、１番目のＡ－ＰＭＩ、および１番目のＥ－
ＰＭＩは、ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１５１４のペイロード中で搬送され得る。
【０１００】
　[00124]図１６は、Ｅ－ＰＭＩと、Ａ－ＰＭＩと、ＣＱＩとを決定するための技法を示
す図１６００である。図１３および図１４を参照して上記で説明したように、ＵＥ７１２
は、２つの連続するＣＳＩ報告のペアを報告し得、それらのうちの一方がＥ－ＰＭＩを報
告し、他方がＡ－ＰＭＩを報告する。より詳細には、図１３を参照すると、ＵＥ７１２は
、ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２とＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２１４とのペアを報告する。
ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２は１番目のＥ－ＰＭＩを含み、ＲＩ／Ａ－ＰＭＩ報告１２
１４は２番目のＡ－ＰＭＩを含む。図１４を参照すると、ＵＥ７１２は、Ｅ－ＰＭＩ／Ｃ
ＱＩ報告１４１４とＡ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６とのペアを報告する。Ｅ－ＰＭＩ／
ＣＱＩ報告１４１４は、特に、１番目のＥ－ＰＭＩと２番目のＥ－ＰＭＩとを含む。Ａ－
ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６は、特に、１番目のＡ－ＰＭＩと２番目のＡ－ＰＭＩとを含
む。
【０１０１】
　[00125]１つの技法では、ＵＥ７１２は、特定のサブフレーム中でＣＳＩ－ＲＳを測定
し得る。特定のサブフレームからのＣＳＩ－ＲＳに基づいて、ＵＥ７１２はＥ－ＰＭＩと
Ａ－ＰＭＩとを決定し得る。さらに、ＵＥ７１２は、特定のサブフレームから導出された
Ｅ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとに基づいてＣＱＩを決定し得る。ＵＥ７１２は、ある報告中で
Ｅ－ＰＭＩとワイドバンドＣＱＩとを報告し得、別の報告中でＡ－ＰＭＩとワイドバンド
ＣＱＩとを報告し得る。一例として、ＵＥ７１２は、Ｅ－ＰＭＩと、Ａ－ＰＭＩと、ワイ
ドバンドＣＱＩとを決定するために、ｉ番目のフレーム１６１０のサブフレーム５中でＣ
ＳＩ－ＲＳを測定し得る。その後、ＵＥ７１２は、ｉ番目のフレーム１６１０のサブフレ
ーム９中で報告（たとえば、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４）中でＥ－ＰＭＩとワイド
バンドＣＱＩとを送信し得る。ＵＥ７１２は、（ｉ＋１）番目のフレーム１６２０のサブ
フレーム９中で報告（たとえば、Ａ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１６）中でＡ－ＰＭＩとワ
イドバンドＣＱＩとを送信し得る。ＵＥ７１２は、再び、（ｉ＋２）番目のフレーム１６
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３０のサブフレーム５中でＣＳＩ－ＲＳを測定し、プロセスを繰り返し得る。
【０１０２】
　[00126]別の技法では、ＵＥ７１２は、Ｅ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとのうちの１つ（たと
えば、Ｅ－ＰＭＩ）を決定するために、第１の特定のサブフレーム中でＣＳＩ－ＲＳを測
定し得る。さらに、ＵＥ７１２は、第１の特定のサブフレームから導出されたＥ－ＰＭＩ
またはＡ－ＰＭＩと、前に決定されたＥ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとのうちの他の１つ（たと
えば、Ａ－ＰＭＩ）とに基づいて、第１のＣＱＩを決定し得る。ＵＥ７１２は、第１の特
定のサブフレームから導出されたＥ－ＰＭＩまたはＡ－ＰＭＩと、第１のＣＱＩとをある
報告中で報告し得る。その後、ＵＥ７１２は、Ｅ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとのうちの他の１
つ（たとえば、Ａ－ＰＭＩ）を決定するために、第２の特定のサブフレーム中でＣＳＩ－
ＲＳを測定し得る。さらに、ＵＥ７１２は、第２の特定のサブフレームから導出されたＡ
－ＰＭＩまたはＥ－ＰＭＩと、第１の特定のサブフレームから導出されたＡ－ＰＭＩまた
はＥ－ＰＭＩとに基づいて、第２のＣＱＩを決定し得る。ＵＥ７１２は、第２の特定のサ
ブフレームから導出されたＡ－ＰＭＩまたはＥ－ＰＭＩと、第２のＣＱＩとを別の報告中
で報告し得る。
【０１０３】
　[00127]一例として、ＵＥ７１２は、ｊ番目のフレーム１６４０としてのサブフレーム
５中のＣＳＩ－ＲＳに基づいてＥ－ＰＭＩを決定し得る。ＵＥ７１２は、サブフレーム５
から導出されたＥ－ＰＭＩと、前に決定されたＡ－ＰＭＩとに基づいて、ワイドバンドＣ
ＱＩを決定し得る。次いで、ＵＥ７１２は、ｊ番目のフレーム１６４０のサブフレーム９
中で１の報告（たとえば、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４）中でＥ－ＰＭＩとワイドバ
ンドＣＱＩとを送信する。
【０１０４】
　[00128]その後、ＵＥ７１２は、（ｊ＋１）番目のフレーム１６５０のサブフレーム５
中のＣＳＩ－ＲＳに基づいてＡ－ＰＭＩを決定し得る。ＵＥ７１２は、（ｊ＋１）番目の
フレーム１６５０のサブフレーム５から導出されたＡ－ＰＭＩと、ｊ番目のフレーム１６
４０のサブフレーム５から導出されたＥ－ＰＭＩとに基づいて、ワイドバンドＣＱＩを決
定し得る。次いで、ＵＥ７１２は、（ｊ＋１）番目のフレーム１６５０のサブフレーム９
中で報告（たとえば、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４）中でＡ－ＰＭＩとワイドバンド
ＣＱＩとを送信する。
【０１０５】
　[00129]その後、ＵＥ７１２は、（ｊ＋２）番目のフレーム１６６０のサブフレーム５
中のＣＳＩ－ＲＳに基づいてＥ－ＰＭＩを決定し得る。ＵＥ７１２は、（ｊ＋２）番目の
フレーム１６６０のサブフレーム５から導出されたＥ－ＰＭＩと、（ｊ＋１）番目のフレ
ーム１６５０のサブフレーム５から導出されたＡ－ＰＭＩとに基づいて、ワイドバンドＣ
ＱＩを決定し得る。次いで、ＵＥ７１２は、（ｊ＋２）番目のフレーム１６６０のサブフ
レーム９中である報告（たとえば、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４）中でＥ－ＰＭＩと
ワイドバンドＣＱＩとを送信する。
【０１０６】
　[00130]図１７は、上記で説明した第３の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図１７０
０である。この例では、ＰＴＩは０であり、ＲＩは１である。ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１
０にＣＳＩ報告を送信するために第２の次世代ＰＵＣＣＨ報告モード２－１を使用し得る
。より詳細には、この次世代ＰＵＣＣＨ報告モードでは、ＵＥ７１２は、周期Ｐ３におい
てＲＩ／ＰＴＩ報告１７１２を送ることを開始し得る。ＲＩ／ＰＴＩ報告１７１２に続い
て、および周期Ｐ３によって定義される期間内に、ＵＥ７１２は、周期Ｐ２において第１
のＰＭＩ報告１７１４を送ることを開始し得る。ＲＩ／ＰＴＩ報告１７１２と最初の第１
のＰＭＩ報告１７１４との間に０個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。さらに、
第１のＰＭＩ報告１７１４に続いて、および周期Ｐ２によって定義される期間内に、ＵＥ
７１２は、周期Ｐ１において第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１７１６を送ることを開始し得る
。最初の第１のＰＭＩ報告１７１４と最初の第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１７１６との間に
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０個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。
【０１０７】
　[00131]周期Ｐ１はＮpd個のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ２はＨ・Ｎpd個
のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ３はＭRI・Ｈ・Ｎpd個のサブフレームの期間
を定義し得る。一例として、ＭRI、Ｈ、およびＮpdはそれぞれ、０よりも大きい整数であ
る。別の例として、ＭRI、Ｈ、およびＮpdは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１２．
２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクション７．２．２、「ＰＵＣＣＨを使用し
た周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。各ＲＩ／ＰＴＩ報告１７１２は、ＲＩとＰＴ
Ｉとを含み得、たとえば、標準タイプ６　ＣＳＩ報告であり得る。
【０１０８】
　[00132]各第１のＰＭＩ報告１７１４は、１番目のＥ－ＰＭＩと１番目のＡ－ＰＭＩと
を含み得、たとえば、変更済みタイプ２ａ　ＣＳＩ報告であり得る。さらに、第１のＰＭ
Ｉ報告１７１４は１１個の情報ビットのペイロードサイズを有し得る。１番目のＡ－ＰＭ
ＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩであり得、１番目のＥ－ＰＭＩはワイドバンドＥ－ＰＭＩで
あり得る。互いに組み合わせられた１番目のＡ－ＰＭＩと１番目のＥ－ＰＭＩとは６つの
情報ビットを使用し得る。一例として、１番目のＡ－ＰＭＩは４つの情報ビットを使用し
得、１番目のＥ－ＰＭＩは２つの情報ビットを使用し得る。したがって、１番目のＡ－Ｐ
ＭＩおよび１番目のＥ－ＰＭＩは第１のＰＭＩ報告１７１４のペイロード中で搬送され得
る。
【０１０９】
　[00133]各第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１７１６は、２番目のＡ－ＰＭＩと、２番目のＥ
－ＰＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得、たとえば、変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報
告であり得る。さらに、第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１７１６は１１個の情報ビットのペイ
ロードサイズを有し得る。ワイドバンドＣＱＩは４つの情報ビットを使用し得る。２番目
のＡ－ＰＭＩは４つの情報ビットを使用し得る。したがって、残りの３つの情報ビットは
２番目のＥ－ＰＭＩのために使用され得る。
【０１１０】
　[00134]図１８は、上記で説明した第３の構成による、別のＣＳＩ報告技法を示す図１
８００である。この例では、ＰＴＩは０であり、ＲＩは１よりも大きい。より詳細には、
ＲＩは２であり得る。ＵＥ７１２は、ｅＮＢ７１０にＣＳＩ報告を送信するために第３の
次世代ＰＵＣＣＨ報告モード２－１を使用し得る。より詳細には、この次世代ＰＵＣＣＨ
報告モードでは、ＵＥ７１２は、周期Ｐ３においてＲＩ／ＰＴＩ報告１８１２を送ること
を開始し得る。ＲＩ／ＰＴＩ報告１８１２に続いて、および周期Ｐ３によって定義される
期間内に、ＵＥ７１２は、周期Ｐ２において第１のＰＭＩ報告１８１４を送ることを開始
し得る。ＲＩ／ＰＴＩ報告１８１２と最初の第１のＰＭＩ報告１８１４との間に０個また
はそれ以上のサブフレームがあり得る。さらに、第１のＰＭＩ報告１８１４に続いて、お
よび周期Ｐ２によって定義される期間内に、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１において第２のＰＭ
Ｉ／ＣＱＩ報告１８１６または第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１８を送ることを開始し得
る。最初の第１のＰＭＩ報告１８１４と最初の第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１６または
第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１８との間に０個またはそれ以上のサブフレームがあり得
る。
【０１１１】
　[00135]周期Ｐ１はＮpd個のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ２はＨ・Ｎpd個
のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ３はＭRI・Ｈ・Ｎpd個のサブフレームの期間
を定義し得る。一例として、ＭRI、Ｈ、およびＮpdはそれぞれ、０よりも大きい整数であ
る。別の例として、ＭRI、Ｈ、およびＮpdは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３　Ｖ１２．
２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクション７．２．２、「ＰＵＣＣＨを使用し
た周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。
【０１１２】
　[00136]各ＲＩ／ＰＴＩ報告１８１２は、ＲＩとＰＴＩとを含み得、たとえば、標準タ
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イプ６　ＣＳＩ報告であり得る。各第１のＰＭＩ報告１８１４は、１番目のＥ－ＰＭＩと
１番目のＡ－ＰＭＩとを含み得、たとえば、変更済みタイプ２ａ　ＣＳＩ報告であり得る
。さらに、第１のＰＭＩ報告１８１４は１１個の情報ビットのペイロードサイズを有し得
る。１番目のＡ－ＰＭＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩであり得、１番目のＥ－ＰＭＩはワイ
ドバンドＥ－ＰＭＩであり得る。互いに組み合わせられた１番目のＡ－ＰＭＩと１番目の
Ｅ－ＰＭＩとは６ビットを使用し得る。一例として、１番目のＡ－ＰＭＩは４つの情報ビ
ットを使用し得、１番目のＥ－ＰＭＩは２つの情報ビットを使用し得る。したがって、１
番目のＡ－ＰＭＩおよび１番目のＥ－ＰＭＩは第１のＰＭＩ報告１８１４のペイロード中
で搬送され得る。
【０１１３】
　[00137]各第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１６は、２番目のＡ－ＰＭＩと、２番目のＥ
－ＰＭＩと、ＥＰＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１
８１６は、たとえば、変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報告であり得る。さらに、第２のＰＭ
Ｉ／ＣＱＩ報告１８１６は１１個の情報ビットのペイロードサイズを有し得る。ワイドバ
ンドＣＱＩは４つの情報ビットを使用し得る。２番目のＡ－ＰＭＩは４つの情報ビットを
使用し得る。残りの３つの情報ビットのうちの１ビットは、他の２つの情報ビットが２番
目のＥ－ＰＭＩを搬送するために使用されることを示すように、ＥＰＩとして使用され得
る。この例では、ＵＥ７１２は、他の２つの情報ビットが２番目のＥ－ＰＭＩを搬送する
ために使用されることを示すように、第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１６のＥＰＩを０と
して設定する。したがって、他の２つの情報ビットは２番目のＥ－ＰＭＩを搬送する。
【０１１４】
　[00138]各第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１８は、２番目のＡ－ＰＭＩと、ワイドバン
ドＣＱＩと、ＥＰＩと、空間差分ＣＱＩとを含み得る。第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１
８は、たとえば、変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ報告であり得る。さらにまた、第２のＰＭ
Ｉ／ＣＱＩ報告１８１８は１１個の情報ビットのペイロードサイズを有し得る。ワイドバ
ンドＣＱＩは４つの情報ビットを使用し得る。２番目のＡ－ＰＭＩは４つの情報ビットを
使用し得る。残りの３つの情報ビットのうちの１ビットは、他の２つの情報ビットが空間
差分ＣＱＩを搬送するために使用されることを示すように、ＥＰＩとして使用され得る。
この例では、ＵＥ７１２は、他の２つの情報ビットが２番目のＥ－ＰＭＩを搬送するため
に使用されることを示すように、第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１６のＥＰＩを１として
設定する。したがって、他の２つの情報ビットは空間差分ＣＱＩを搬送する。
【０１１５】
　[00139]図１９は、第５の構成による、ＣＳＩ報告技法を示す図１９００である。この
例では、ＲＩは４以下である。より詳細には、ＲＩは１であり得る。ＵＥ７１２は、ｅＮ
Ｂ７１０にＣＳＩ報告を送信するために第２のＰＵＣＣＨ報告モード１－１次世代サブモ
ード２を使用し得る。より詳細には、この次世代サブモードでは、ＵＥ７１２は、周期Ｐ
２においてＲＩ報告１９１２を送ることを開始し得る。さらに、周期Ｐ２によって定義さ
れる期間内に、およびＲＩ報告１９１２に続いて、ＵＥ７１２は、周期Ｐ１においてＥ－
ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１９１４を送ることを開始し得る。ＲＩ報告１９１２と最初のＥ－Ｐ
ＭＩ／ＣＱＩ報告１９１４との間に０個またはそれ以上のサブフレームがあり得る。
【０１１６】
　[00140]周期Ｐ１はＮpd個のサブフレームの期間を定義し得る。周期Ｐ２はＭRI・Ｎpd

個のサブフレームの期間を定義し得る。一例として、ＭRIおよびＮpdはそれぞれ、０より
も大きい整数である。別の例として、ＭRIおよびＮpdは、３ＧＰＰ　ＴＳ　３６．２１３
　Ｖ１２．２．０（２０１４－０６）に従って、特にセクション７．２．２、「ＰＵＣＣ
Ｈを使用した周期ＣＳＩ報告」に従って選択され得る。
【０１１７】
　[00141]各ＲＩ報告１９１２は、ＲＩを含み得、たとえば、ＰＵＣＣＨフォーマット２
における標準タイプ３　ＣＳＩ報告であり得る。各Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１９１４は、
１番目のＥ－ＰＭＩと、２番目のＥ－ＰＭＩと、１番目のＡ－ＰＭＩと、２番目のＡ－Ｐ
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ＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得、それらは組合せで１２個以上の情報ビットを使
用し得る。したがって、ＵＥ７１２は、１番目のＥ－ＰＭＩと、２番目のＥ－ＰＭＩと、
１番目のＡ－ＰＭＩと、２番目のＡ－ＰＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを搬送するために
、たとえば、最高２２個の情報ビットのペイロードサイズを有し得る、ＰＵＣＣＨフォー
マット３における変更済みタイプ２ｃ　ＣＳＩ報告を使用し得る。
【０１１８】
　[00142]その後、ＵＥ７１２は、ＲＩが４よりも大きいと決定し得る。より詳細には、
ＲＩは５であり得る。したがって、ＵＥ７１２は、２番目のＥ－ＰＭＩと２番目のＡ－Ｐ
ＭＩとをｅＮＢ７１０に送信しないことがある。言い換えれば、ＵＥ７１２は、１番目の
Ｅ－ＰＭＩと、１番目のＡ－ＰＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとをｅＮＢ７１０に送信し得
る。図１５を参照して上記で説明したように、ＵＥ７１２は、ＰＵＣＣＨフォーマット２
における変更済みタイプ２　ＣＳＩ報告中で、１番目のＥ－ＰＭＩと、１番目のＡ－ＰＭ
Ｉと、ワイドバンドＣＱＩとを送信し得る。したがって、ＵＥ７１２は、図１５を参照し
て上記で説明したように、ＲＩ報告１５１２とＰＭＩ／ＣＱＩ報告１５１４とを送信する
ために第１のＰＵＣＣＨ報告モード１－１次世代サブモード２を使用し得る。
【０１１９】
　[00143]上記で説明したように、ＵＥ７１２は、変更済みタイプ５　ＣＳＩ報告（たと
えば、ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２）と、変更済みタイプ２ｃ　ＣＳＩ報告（たとえば
、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１４１４、Ｅ－ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１９１４）と、変更済みタ
イプ２　ＣＳＩ報告（たとえば、ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１５１４）と、変更済みタイプ２ａ
　ＣＳＩ報告（たとえば、第１のＰＭＩ報告１３１４）と、変更済みタイプ２ｂ　ＣＳＩ
報告（たとえば、ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１２１６、第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１７１６、第
２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１６）とのうちの１つまたは複数をｅＮＢ７１０に送信し得
る。
【０１２０】
　[00144]いくつかの状況では、ＵＥ７１２は、単一のサブフレーム中で２つ以上のＣＳ
Ｉ報告を送信することを要求され得る。たとえば、ＵＥ７１２は、多地点協調（ＣｏＭＰ
：coordinated multipoint）動作を通してｅＮＢ７１０および他のｅノードＢと通信し得
る。ＵＥ７１２は、ＤＬトラフィックを受信するために複数のプロセスを動作させ得る。
各プロセスについて、ＵＥ７１２は、ＣＳＩ報告を送信する必要があり得る。さらに、Ｕ
Ｅ７１２は、複数のキャリアを利用するキャリアアグリゲーションを通して、ｅＮＢ７１
０からＤＬトラフィックを受信し得る。各キャリアについて、ＵＥ７１２は、ＣＳＩ報告
を送信する必要があり得る。
【０１２１】
　[00145]したがって、衝突する２つのＣＳＩ報告が同じサービングセル（キャリア）の
ためのものであるとき、ＵＥ７１２は、ＲＩを搬送するすべての標準ＣＳＩ報告、変更済
みＣＳＩ報告、および次世代ＣＳＩ報告を優先度グループ１に割り当て得る。したがって
、変更済みタイプ５　ＣＳＩ報告は優先度グループ１に割り当てられ得る。さらに、ＵＥ
７１２は、ＲＩを搬送しないすべての他の標準ＣＳＩ報告、変更済みＣＳＩ報告、および
次世代ＣＳＩ報告を優先度グループ２に割り当て得る。
【０１２２】
　[00146]衝突する２つのＣＳＩ報告が異なるサービングセル（キャリア）のためのもの
であるとき、ＵＥ７１２は、ＲＩを搬送するかまたは１番目のＥ－ＰＭＩと１番目のＡ－
ＰＭＩの両方を搬送するすべての標準ＣＳＩ報告、変更済みＣＳＩ報告、および次世代Ｃ
ＳＩ報告を優先度グループ１に割り当て得る。したがって、変更済みタイプ５　ＣＳＩ報
告および変更済みタイプ２ａ　ＣＳＩ報告は優先度グループ１に割り当てられ得る。さら
に、ＵＥ７１２は、ワイドバンドＣＱＩを搬送するすべての残りの標準ＣＳＩ報告、変更
済みＣＳＩ報告、および次世代ＣＳＩ報告を優先度グループ２に割り当て得る。したがっ
て、変更済みタイプ２ｃ　ＣＳＩ報告、変更済みタイプ２　ＣＳＩ報告、および変更済み
タイプ２ｂ　ＣＳＩ報告は優先度グループ２に割り当てられ得る。さらに、ＵＥ７１２は
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、サブバンドＣＱＩを搬送するすべての残りの標準ＣＳＩ報告、変更済みＣＳＩ報告、お
よび次世代ＣＳＩ報告を優先度グループ３に割り当て得る。
【０１２３】
　[00147]優先度グループ１中のＣＳＩ報告は、優先度グループ２中のＣＳＩ報告よりも
高い優先度を有し、優先度グループ２中のＣＳＩ報告は、優先度グループ３中のＣＳＩ報
告よりも高い優先度を有する。すなわち、ＵＥ７１２が、同じサブフレーム中で優先度グ
ループ１のＣＳＩ報告と優先度グループ２のＣＳＩ報告とを送ることを要求されるとき、
ＵＥ７１２は、そのサブフレーム中で優先度グループ１のＣＳＩ報告を送り、優先度グル
ープ２のＣＳＩ報告を送らない。さらに、ＵＥ７１２が、同じ優先度グループの２つのＣ
ＳＩ報告を送ることを要求されるとき、ＵＥ７１２は、各ＣＳＩ報告のためのＣＳＩプロ
セスインデックスとサブフレームセットインデックスとに基づいて、２つのＣＳＩ報告の
優先度をさらに決定し得る。
【０１２４】
　[00148]図２０は、Ｅ－ＰＭＩを報告するための方法（プロセス）のフローチャート２
０００である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１０２、ＵＥ２０６、ＵＥ７１２、装置
２６０２／２６０２’）によって実行され得る。
【０１２５】
　[00149]動作２００２において、ＵＥは基地局からＲＳを受信する。たとえば、図７を
参照すると、ＵＥ７１２はｅＮＢ７１０からＲＳを受信する。
【０１２６】
　[00150]動作２００４において、ＵＥは、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することま
たはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよう
に最適化された基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のＣＳＩインジケータを
決定する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータはＥ－ＰＭＩを含む。たとえ
ば、図７を参照すると、ｅＮＢ７１０によって使用されるプリコーディング構成は、垂直
次元（またはエレベーション次元）における動的ビームステアリングを実装し得る。ＭＩ
ＭＯワイヤレスシステムに固有の追加のエレベーション次元を活用することによって、大
幅な容量改善および干渉回避の著しい利得が達成され得る。たとえば、プリコーディング
構成は、受信機７１４における信号ストリーム７３３、７３４、７３５、７３６の間の干
渉など、エレベーション次元干渉を低減し得る。したがって、エレベーション次元に関す
るそのようなプリコーディング構成またはコードワードを示すために使用される対応する
ＰＭＩはＥ－ＰＭＩと呼ばれることがある。
【０１２７】
　[00151]動作２００６において、ＵＥは、ＲＳに基づいて、信号電力を改善することま
たはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うように最適
化された基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケータを決定す
る。いくつかの構成では、第２のＣＳＩインジケータはＡ－ＰＭＩを含む。たとえば、図
７を参照すると、ＵＥ７１２はまた、ＲＳに基づいてＡ－ＰＭＩを決定し得る。
【０１２８】
　[00152]動作２００８において、ＵＥは、基地局に、第１のＣＳＩインジケータを含む
第１のＣＳＩ報告を送信する。いくつかの構成では、ＵＥは、動作２０１０において、基
地局に、第２のＣＳＩインジケータを含む第２のＣＳＩ報告を送信する。第１のＣＳＩ報
告と第２のＣＳＩ報告とは交互に送信される。いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は
ＰＵＣＣＨ上で基地局に送信される。たとえば、図７を参照すると、ＵＥ７１２は、周期
的に物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上でｅＮＢ７１０にＣＳＩ報告７６０
を送信し得る。
【０１２９】
　[00153]いくつかの構成では、Ｅ－ＰＭＩおよびＡ－ＰＭＩはそれぞれ、ワイドバンド
ＰＭＩを含む。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータと第２のＣＳＩインジケ
ータとは、ジョイント符号化され、両方とも第１のＣＳＩ報告中に含まれる。たとえば、
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図１２を参照すると、１番目のＡ－ＰＭＩと１番目のＥ－ＰＭＩとは、第１のＰＭＩ報告
１３１４中でジョイント符号化され得る。
【０１３０】
　[00154]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは１１個の情報ビ
ットよりも大きくない。いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケ
ータをさらに含む。第１のＣＳＩインジケータと第２のＣＳＩインジケータとは合わせて
６つ以下の情報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータは２つ
の情報ビットを有し、第２のＣＳＩインジケータは４つの情報ビットを有する。たとえば
、図１２を参照すると、互いに組み合わせられた第１のＰＭＩ報告１３１４中の１番目の
Ａ－ＰＭＩと１番目のＥ－ＰＭＩとは６ビットを使用し得る。
【０１３１】
　[00155]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告はＲＩをさらに含む。いくつかの構成
では、第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを含む。たとえば、図１３を参照す
ると、各ＲＩ／Ｅ－ＰＭＩ報告１２１２はＲＩと１番目のＥ－ＰＭＩとを含み得る。
【０１３２】
　[00156]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケータとＣＱＩ
とをさらに含む。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを
含む。第２のＣＳＩインジケータは第１のＡ－ＰＭＩを含む。第１のＣＳＩインジケータ
と第２のＣＳＩインジケータとは合わせて４つ以下の情報ビットを有する。たとえば、図
１５を参照すると、各ＰＭＩ／ＣＱＩ報告１５１４は、１番目のＥ－ＰＭＩと、１番目の
Ａ－ＰＭＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。
【０１３３】
　[00157]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は、第２のＣＳＩインジケータと第１
のＣＳＩインジケータとに基づいて決定されるＣＱＩを含む。いくつかの構成では、第１
のＣＳＩインジケータおよび第２のＣＳＩインジケータは、同じサブフレーム中で受信さ
れたＲＳに基づいて決定される。たとえば、図１６を参照すると、ＣＱＩは、ｉ番目のフ
レーム１６１０のサブフレーム５から導出されたＥ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとに基づいて決
定される。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータおよび第２のＣＳＩインジケ
ータは、異なるサブフレーム中で受信されたＲＳに基づいて決定される。たとえば、図１
６を参照すると、ＣＱＩは、ｊ番目のフレーム１６４０のサブフレーム５から駆動するＥ
－ＰＭＩと、（ｊ＋１）番目のフレーム１６５０のサブフレーム５から導出されたＡ－Ｐ
ＭＩとに基づいて決定される。
【０１３４】
　[00158]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケータをさらに
含む。第１のＣＳＩインジケータと第２のＣＳＩインジケータとは合わせて６つ以下の情
報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータは２つの情報ビット
を有し、第２のＣＳＩインジケータは４つの情報ビットを有する。いくつかの構成では、
第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを含む。第２のＣＳＩインジケータは第１
のＡ－ＰＭＩを含む。たとえば、図１２を参照すると、互いに組み合わせられた第１のＰ
ＭＩ報告１３１４中の１番目のＡ－ＰＭＩと１番目のＥ－ＰＭＩとは６ビットを使用し得
る。
【０１３５】
　[00159]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケータとワイド
バンドＣＱＩとをさらに含む。第１のＣＳＩインジケータと第２のＣＳＩインジケータと
は合わせて４つ以下の情報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケ
ータは第２のＥ－ＰＭＩを含み、第２のＣＳＩインジケータは第２のＡ－ＰＭＩを含む。
いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告はＥ－ＰＭＩインジケータとデータユニットとを
含む。Ｅ－ＰＭＩインジケータは、データユニットがＥ－ＰＭＩを搬送するのか、空間差
分チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を搬送するのかを示す。たとえば、図１８を参照
すると、各第２のＰＭＩ／ＣＱＩ報告１８１６は、２番目のＡ－ＰＭＩと、２番目のＥ－
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ＰＭＩと、ＥＰＩと、ワイドバンドＣＱＩとを含み得る。
【０１３６】
　[00160]いくつかの構成では、ＵＥと基地局との間に確立されるＰＵＣＣＨは、複数の
値に対応する複数のリソースを有する。第１のＣＳＩ報告は、第１のＣＳＩインジケータ
の値に対応する複数のリソースのうちのリソース上で送信される。いくつかの構成では、
第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは最高１３個の情報ビットである。第１のＣＳＩ報
告は、ＰＵＣＣＨフォーマット２を使用してＰＵＣＣＨ上で送信される。第１のＣＳＩ報
告は、第１のＣＳＩインジケータと、第２のＣＳＩインジケータと、ＣＱＩとを含む。い
くつかの構成では、第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは最高２２個の情報ビットであ
る。第１のＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用してＰＵＣＣＨ上で送信され
る。第１のＣＳＩ報告は、第１のＣＳＩインジケータと、第２のＣＳＩインジケータと、
ＣＱＩとを含む。たとえば、図１９を参照すると、各ＲＩ報告１９１２は、ＰＵＣＣＨフ
ォーマット３中にあり得、最高２２個の情報ビットのペイロードサイズを有し得る。
【０１３７】
　[00161]図２１は、ＣＳＩ報告の優先度を決定するための方法（プロセス）のフローチ
ャート２０００である。本方法は装置によって実行され得る。本装置は、ＵＥ（たとえば
、ＵＥ１０２、ＵＥ２０６、ＵＥ７１２、装置２６０２／２６０２’）であり得る。本方
法は、動作２００８より前にＵＥによって実行され得る。
【０１３８】
　[00162]動作２１０２において、ＵＥは、ＰＵＣＣＨ上の同じ特定のサブフレーム中で
第１のＣＳＩ報告と第３のＣＳＩ報告とを送信することを決定する。動作２１０４におい
て、ＵＥは、優先度ルールに基づいて、第１のＣＳＩ報告が、第３のＣＳＩ報告の優先度
よりも高い優先度を有するかどうかを決定する。第１のＣＳＩ報告が、第３のＣＳＩ報告
の優先度よりも高い優先度を有すると決定されたとき、ＵＥは、動作２００８に入り、特
定のサブフレーム中で基地局に第１のＣＳＩ報告を送信する。第１のＣＳＩ報告が、第３
のＣＳＩ報告の優先度よりも高くない優先度を有すると決定されたとき、ＵＥは、動作２
１０６において、特定のサブフレーム中で基地局に第３のＣＳＩ報告を送信する。
【０１３９】
　[00163]優先度ルールは、同じサービングセル内で、ＲＩを搬送するＣＳＩ報告が、Ｒ
Ｉを搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有することを定義する。優先度ル
ールはまた、異なるサービングセル内で、ＲＩおよび第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭ
Ｉとのうちの１つを搬送するＣＳＩ報告、ならびに第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩ
の両方を搬送するＣＳＩ報告が、それぞれ（ｉ）ＲＩおよびＡ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとの
うちの１つ、または（ｉｉ）第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの両方を搬送しないＣ
ＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有することを定義する。たとえば、図７を参照する
と、ＵＥ７１２は、衝突するＣＳＩ報告の優先度グループを決定する。
【０１４０】
　[00164]図２２は、Ｅ－ＰＭＩとＡ－ＰＭＩとを送信するための方法（プロセス）のフ
ローチャート２２００である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ７１２、装置２６０２／
２６０２’）によって実行され得る。ＵＥは、２次元アンテナアレイを有する基地局と通
信する。動作２２０２において、ＵＥは基地局から構成を受信する。構成は、基地局にＣ
ＳＩインジケータの第１のセットとＣＳＩインジケータの第２のセットとを送信するため
の送信パラメータを指定する。パラメータは、報告周期およびサブフレームオフセットの
うちの少なくとも１つを示す。動作２２０４において、ＵＥは、基地局から、２次元アン
テナアレイによって送信されたＣＳＩ－ＲＳ信号を受信する。動作２２０６において、Ｕ
Ｅは、信号電力を改善することと、ＣＳＩ－ＲＳ信号のエレベーション次元における干渉
を低減することとを行うように最適化された基地局の第１のプリコーディング構成を示す
周期チャネルＣＳＩ報告のためのＣＳＩインジケータの第１のセットを選択する。動作２
２０８において、ＵＥは、信号電力を改善することと、ＣＳＩ－ＲＳ信号のアジマス次元
における干渉を低減することとを行うように最適化された基地局の第２のプリコーディン
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グ構成を示す周期ＣＳＩ報告のためのＣＳＩインジケータの第２のセットを選択する。動
作２２１０において、ＵＥは、第１のＣＳＩ報告中のＣＳＩインジケータの第１のセット
とＣＳＩインジケータの第２のセットとのうちの少なくとも１つを基地局に送信する。一
構成では、動作２２１２において、ＵＥは、送信パラメータに従って、Ｅ－ＰＭＩを含む
ＣＳＩ報告とＡ－ＰＭＩを含むＣＳＩ報告とを交互に送信する。
【０１４１】
　[00165]一構成では、ＣＳＩインジケータの第１のセットは第１のＥ－ＰＭＩを含む。
ＣＳＩインジケータの第２のセットは第１のＡ－ＰＭＩを含む。第１のＣＳＩ報告は、Ｒ
ＩとＣＱＩとのうちの少なくとも１つをさらに含む。一構成では、ＣＳＩインジケータの
第１のセットとＣＳＩインジケータの第２のセットとは、ジョイント符号化され、両方と
も第１のＣＳＩ報告中に含まれる。
【０１４２】
　[00166]一構成では、第１のＥ－ＰＭＩおよび第１のＡ－ＰＭＩはそれぞれ、ワイドバ
ンドＰＭＩおよびサブバンドＰＭＩのうちの少なくとも１つを含む。一構成では、第１の
ＣＳＩ報告はＰＵＣＣＨ上で基地局に送信される。第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズ
は１３個の情報ビットよりも大きくない。第１のＥ－ＰＭＩと第１のＡ－ＰＭＩとは合わ
せて６つ以下の情報ビットを有する。
【０１４３】
　[00167]一構成では、第１のＣＳＩ報告はＰＵＣＣＨ上で基地局に送信される。第１の
ＣＳＩ報告のペイロードサイズは１３個の情報ビットよりも大きい。第１のＥ－ＰＭＩお
よび第１のＡ－ＰＭＩはそれぞれ、４つ以下の情報ビットを有する。
【０１４４】
　[00168]一構成では、ＵＥと基地局との間に確立されるＰＵＣＣＨは複数のリソースを
有する。複数のリソースは複数の値に対応する。第１のＥ－ＰＭＩは複数の値のうちの第
１の値を有する。第１のＣＳＩ報告は、第１の値に対応する複数のリソースのリソース上
で送信される。
【０１４５】
　[00169]図２３は、変更済みＣＳＩ報告を報告するための方法（プロセス）のフローチ
ャート２３００である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ７１２、装置２６０２／２６０
２’）によって実行され得る。この方法は、図２３に示されている動作２３１２内で実行
され得る。一構成では、第１のＥ－ＰＭＩはワイドバンドＥ－ＰＭＩであり、第１のＡ－
ＰＭＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩである。第１のＣＳＩ報告のペイロードはデータユニッ
トを含む。動作２３０２において、ＵＥは、第１のＣＳＩ報告中のデータユニットが第１
のＥ－ＰＭＩを搬送することを示すように、第１のＣＳＩ報告のデータユニットのビット
の値を指定する。動作２３０４において、ＵＥは、第１のＣＳＩ報告のデータユニット中
に第１のＥ－ＰＭＩを含める。第１のＣＳＩ報告は差分ＣＱＩを含まない。
【０１４６】
　[00170]動作２３０６において、ＵＥは差分ＣＱＩを決定する。動作２３０８において
、ＵＥは、第２のＣＳＩ報告中のデータユニットが差分ＣＱＩを搬送することを示すよう
に、第２のＣＳＩ報告のペイロード中のデータユニットのビットの値を指定する。動作２
３１０において、ＵＥは、第２のＣＳＩ報告のデータユニット中に差分ＣＱＩを含める。
第２のＣＳＩ報告は第１のＥ－ＰＭＩを含まない。
【０１４７】
　[00171]図２４は、ＣＱＩを決定するための方法（プロセス）のフローチャート２４０
０である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ７１２、装置２６０２／２６０２’）によっ
て実行され得る。この方法は、図１２に示されている動作１２１０内で実行され得る。動
作２４０２において、ＵＥは、第２のＥ－ＰＭＩを含む、前に送信された第２のＣＳＩ報
告から第２のＥ－ＰＭＩを取得する。動作２４０４において、ＵＥは、第２のＥ－ＰＭＩ
と第１のＡ－ＰＭＩとに基づいてＣＱＩを決定する。動作２４０６において、ＵＥは、第
１のＣＳＩ報告中で基地局にＣＱＩと第１のＡ－ＰＭＩとを送信する。
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【０１４８】
　[00172]一構成では、第２のＥ－ＰＭＩはワイドバンドＥ－ＰＭＩを含む。第１のＡ－
ＰＭＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩを含む。一構成では、第２のＥ－ＰＭＩはサブバンドＥ
－ＰＭＩを含む。Ａ－ＰＭＩはワイドバンドＡ－ＰＭＩを含む。一構成では、第２のＥ－
ＰＭＩはワイドバンドＥ－ＰＭＩを含む。第１のＡ－ＰＭＩはサブバンドＡ－ＰＭＩを含
む。
【０１４９】
　[00173]図２５は、ＣＱＩを決定するための別の方法（プロセス）のフローチャート２
５００である。本方法は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ７１２、装置２６０２／２６０２’）に
よって実行され得る。この方法は、図１２に示されている動作１２１０内で実行され得る
。動作２５０２において、ＵＥは、第２のＡ－ＰＭＩを含む、前に送信された第２のＣＳ
Ｉ報告から第２のＡ－ＰＭＩを取得する。動作２５０４において、ＵＥは、第１のＥ－Ｐ
ＭＩと第２のＡ－ＰＭＩとに基づいてＣＱＩを決定する。動作２５０６において、ＵＥは
、第１のＣＳＩ報告中で基地局にＣＱＩと第１のＥ－ＰＭＩとを送信する。
【０１５０】
　[00174]図２６は、例示的な装置２６０２中の異なる構成要素／手段間のデータフロー
を示す概念データフロー図２６００である。装置２６０２はＵＥ（たとえば、ＵＥ７１２
）であり得る。装置２６０２は、受信構成要素２６０４と、送信構成要素２６１０と、Ｃ
ＳＩ報告構成要素２６１２と、ＣＳＩ決定構成要素２６１４とを含む。ＣＳＩ報告構成要
素２６１２およびＣＳＩ決定構成要素２６１４は、ＣＳＩ制御構成要素１５２およびＣＳ
Ｉ制御構成要素２５２を構成し得る。
【０１５１】
　[00175]装置２６０２はｅノードＢ２６５０と通信している。受信構成要素２６０４は
ｅノードＢ２６５０からＲＳ２６３２を受信する。受信構成要素２６０４はｅノードＢ２
６５０から報告構成２６３４をも受信し得る。受信構成要素２６０４は、ＲＳ２６３２を
ＣＳＩ決定構成要素２６１４に送り、報告構成２６３４をＣＳＩ報告構成要素２６１２に
送る。
【０１５２】
　[00176]ＣＳＩ決定構成要素２６１４は、ＲＳ２６３２に基づいて、信号電力を改善す
ることまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを
行うように最適化されたｅノードＢ２６５０の第１のプリコーディング構成を示す第１の
ＣＳＩインジケータ２６３６を決定する。ＣＳＩ決定構成要素２６１４は、ＲＳ２６３２
に基づいて、信号電力を改善することまたはアジマス次元における干渉を低減することの
うちの少なくとも１つを行うように最適化されたｅノードＢ２６５０の第２のプリコーデ
ィング構成を示す第２のＣＳＩインジケータ２６３８を決定する。さらに、ＣＳＩ決定構
成要素２６１４は、第１のＣＳＩインジケータ２６３６と第２のＣＳＩインジケータ２６
３８とをＣＳＩ報告構成要素２６１２に送る。
【０１５３】
　[00177]ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、報告構成２６３４に少なくとも部分的に基づ
いて、ＰＵＣＣＨ報告モード、および第１のＣＳＩインジケータ２６３６と第２のＣＳＩ
インジケータ２６３８とを搬送するための対応するＣＳＩ報告を決定し得る。したがって
、ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、第１のＣＳＩインジケータ２６３６を搬送する第１の
ＣＳＩ報告２６４０を構成し、第１のＣＳＩ報告２６４０を送信構成要素２６１０に送り
、送信構成要素２６１０は第１のＣＳＩ報告２６４０をｅノードＢ２６５０に送信する。
ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、第２のＣＳＩインジケータ２６３８を搬送する第２のＣ
ＳＩ報告２６４２を構成し得、第２のＣＳＩ報告２６４２を送信構成要素２６１０に送り
、送信構成要素２６１０は第２のＣＳＩ報告２６４２をｅノードＢ２６５０に送信する。
第１のＣＳＩ報告２６４０と第２のＣＳＩ報告２６４２とは交互に送信され得る。
【０１５４】
　[00178]いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータ２６３６は少なくともＥ－Ｐ
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ＭＩを含む。第２のＣＳＩインジケータ２６３８は少なくともＡ－ＰＭＩを含む。いくつ
かの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０はＰＵＣＣＨ上でｅノードＢ２６５０に送信さ
れる。いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０のペイロードサイズは１１個の情
報ビットよりも大きくない。
【０１５５】
　[00179]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０はＲＩをさらに含む。いくつ
かの構成では、第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを含む。
【０１５６】
　[00180]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０は第２のＣＳＩインジケータ
２６３８とＣＱＩとをさらに含む。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータ２６
３６は第１のＥ－ＰＭＩを含む。第２のＣＳＩインジケータ２６３８は第１のＡ－ＰＭＩ
を含む。第１のＣＳＩインジケータ２６３６と第２のＣＳＩインジケータ２６３８とは合
わせて４つ以下の情報ビットを有する。
【０１５７】
　[00181]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０は、第２のＣＳＩインジケー
タ２６３８と第１のＣＳＩインジケータ２６３６とに基づいて決定されるＣＱＩを含む。
いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータ２６３６および第２のＣＳＩインジケー
タ２６３８は、同じサブフレーム中で受信されたＲＳ２６３２に基づいて決定される。い
くつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータ２６３６および第２のＣＳＩインジケータ
２６３８は、異なるサブフレーム中で受信されたＲＳ２６３２に基づいて決定される。
【０１５８】
　[00182]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０は第２のＣＳＩインジケータ
２６３８をさらに含む。第１のＣＳＩインジケータ２６３６と第２のＣＳＩインジケータ
２６３８とは合わせて６つ以下の情報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳ
Ｉインジケータ２６３６は２つの情報ビットを有し、第２のＣＳＩインジケータ２６３８
は４つの情報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータ２６３６
は第１のＥ－ＰＭＩを含む。第２のＣＳＩインジケータ２６３８は第１のＡ－ＰＭＩを含
む。
【０１５９】
　[00183]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０は第２のＣＳＩインジケータ
２６３８とワイドバンドＣＱＩとをさらに含む。第１のＣＳＩインジケータ２６３６と第
２のＣＳＩインジケータ２６３８とは合わせて４つ以下の情報ビットを有する。いくつか
の構成では、第１のＣＳＩインジケータ２６３６は第２のＥ－ＰＭＩを含み、第２のＣＳ
Ｉインジケータ２６３８は第２のＡ－ＰＭＩを含む。いくつかの構成では、第１のＣＳＩ
報告２６４０はＥ－ＰＭＩインジケータとデータユニットとを含む。Ｅ－ＰＭＩインジケ
ータは、データユニットがＥ－ＰＭＩを搬送するのか、空間差分ＣＱＩを搬送するのかを
示す。
【０１６０】
　[00184]いくつかの構成では、装置２６０２とｅノードＢ２６５０との間に確立される
ＰＵＣＣＨは、複数の値に対応する複数のリソースを有する。第１のＣＳＩ報告２６４０
は、第１のＣＳＩインジケータ２６３６の値に対応する複数のリソースのうちのリソース
上で送信される。いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０のペイロードサイズは
最高１３個の情報ビットである。第１のＣＳＩ報告２６４０は、ＰＵＣＣＨフォーマット
２を使用してＰＵＣＣＨ上で送信される。第１のＣＳＩ報告２６４０は、第１のＣＳＩイ
ンジケータ２６３６と、第２のＣＳＩインジケータ２６３８と、ＣＱＩとを含む。いくつ
かの構成では、第１のＣＳＩ報告２６４０のペイロードサイズは最高２２個の情報ビット
である。第１のＣＳＩ報告２６４０は、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用してＰＵＣＣＨ
上で送信される。第１のＣＳＩ報告２６４０は、第１のＣＳＩインジケータ２６３６と、
第２のＣＳＩインジケータ２６３８と、ＣＱＩとを含む。
【０１６１】
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　[00185]ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、ＰＵＣＣＨ上の同じ特定のサブフレーム中で
第１のＣＳＩ報告２６４０と第３のＣＳＩ報告２６４４とを送信することを決定し得る。
ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、優先度ルールに基づいて、第１のＣＳＩ報告２６４０が
、第３のＣＳＩ報告２６４４の優先度よりも高い優先度を有するかどうかを決定する。
【０１６２】
　[00186]第１のＣＳＩ報告２６４０が、第３のＣＳＩ報告２６４４の優先度よりも高い
優先度を有すると決定されたとき、ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、第２のＣＳＩインジ
ケータ２６３８を搬送する第１のＣＳＩ報告２６４０を構成し得、第１のＣＳＩ報告２６
４０を送信構成要素２６１０に送り、送信構成要素２６１０は、特定のサブフレーム中で
第１のＣＳＩ報告２６４０をｅノードＢ２６５０に送信する。第１のＣＳＩ報告２６４０
が、第３のＣＳＩ報告２６４４の優先度よりも高くない優先度を有すると決定されたとき
、ＣＳＩ報告構成要素２６１２は、第３のＣＳＩ報告２６４４を構成し得、第３のＣＳＩ
報告２６４４を送信構成要素２６１０に送り、送信構成要素２６１０は、特定のサブフレ
ーム中で第３のＣＳＩ報告２６４４をｅノードＢ２６５０に送信する。
【０１６３】
　[00187]優先度ルールは、同じサービングセル内で、ＲＩを搬送するＣＳＩ報告が、Ｒ
Ｉを搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有することを定義する。優先度ル
ールはまた、異なるサービングセル内で、ＲＩおよび第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭ
Ｉとのうちの１つを搬送するＣＳＩ報告、ならびに第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩ
の両方を搬送するＣＳＩ報告が、それぞれ（ｉ）ＲＩおよびＡ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとの
うちの１つ、または（ｉｉ）第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの両方を搬送しないＣ
ＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有することを定義する。
【０１６４】
　[00188]本装置は、図２０～図２５の上述のフローチャート中のアルゴリズムのブロッ
クの各々を実行する追加の構成要素を含み得る。したがって、図２０～図２５の上述のフ
ローチャート中の各ブロックは、１つの構成要素によって実行され得、本装置は、それら
の構成要素のうちの１つまたは複数を含み得る。構成要素は、述べられたプロセス／アル
ゴリズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、
述べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装
されるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、また
はそれらの何らかの組合せであり得る。
【０１６５】
　[00189]図２７は、処理システム２７１４を採用する装置２６０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図２７００である。処理システム２７１４は、バス２７２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２７２４は、処
理システム２７１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス２７２４は、プロセッサ２７０４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェア構成要素と、構成要素２６０
４、２６１０、２６１２、２６１４と、コンピュータ可読媒体／メモリ２７０６とを含む
様々な回路を互いにリンクする。バス２７２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電
圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンクし得るが、これらの回路は
当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上説明しない。
【０１６６】
　[00190]処理システム２７１４はトランシーバ２７１０に結合され得る。トランシーバ
２７１０は１つまたは複数のアンテナ２７２０に結合される。トランシーバ２７１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ２７１０
は、１つまたは複数のアンテナ２７２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム２７１４、特に受信構成要素２６０４に与える。さ
らに、トランシーバ２７１０は、処理システム２７１４、特に送信構成要素２６１０から
情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ２７２０に適用さ
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れるべき信号を生成する。処理システム２７１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ２７
０６に結合されたプロセッサ２７０４を含む。プロセッサ２７０４は、コンピュータ可読
媒体／メモリ２７０６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担う。ソフ
トウェアは、プロセッサ２７０４によって実行されたとき、処理システム２７１４に、特
定の装置のための上記で説明した様々な機能を実行させる。コンピュータ可読媒体／メモ
リ２７０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ２７０４によって操作され
るデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、構成要素２６０４、２６１０
、２６１２、２６１４のうちの少なくとも１つをさらに含む。それらの構成要素は、プロ
セッサ２７０４中で動作し、コンピュータ可読媒体／メモリ２７０６中に常駐する／記憶
されたソフトウェア構成要素であるか、プロセッサ２７０４に結合された１つまたは複数
のハードウェア構成要素であるか、またはそれらの何らかの組合せであり得る。処理シス
テム２７１４は、ＵＥ６５０の構成要素であり得、メモリ６６０、および／またはＴＸプ
ロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５９とのうち
の少なくとも１つを含み得る。
【０１６７】
　[00191]装置２６０２／２６０２’は、基地局からＲＳを受信するための手段を含むよ
うに構成され得る。装置２６０２／２６０２’は、ＲＳに基づいて、信号電力を改善する
ことまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行
うように最適化された基地局の第１のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩインジケ
ータを決定するための手段を含むように構成され得る。装置２６０２／２６０２’は、Ｒ
Ｓに基づいて、信号電力を改善することまたはアジマス次元における干渉を低減すること
のうちの少なくとも１つを行うように最適化された基地局の第２のプリコーディング構成
を示す第２のＣＳＩインジケータを決定するための手段を含むように構成され得る。装置
２６０２／２６０２’は、基地局に、第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告
を送信するための手段を含むように構成され得る。いくつかの構成では、装置２６０２／
２６０２’は、基地局に、第２のＣＳＩインジケータを含む第２のＣＳＩ報告を送信する
ための手段を含むように構成され得る。第１のＣＳＩ報告と第２のＣＳＩ報告とは交互に
送信される。
【０１６８】
　[00192]いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータは少なくともＥ－ＰＭＩを含
む。第２のＣＳＩインジケータは少なくともＡ－ＰＭＩを含む。いくつかの構成では、第
１のＣＳＩ報告はＰＵＣＣＨ上で基地局に送信される。いくつかの構成では、第１のＣＳ
Ｉ報告のペイロードサイズは１１個の情報ビットよりも大きくない。
【０１６９】
　[00193]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告はＲＩをさらに含む。いくつかの構成
では、第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを含む。
【０１７０】
　[00194]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケータとＣＱＩ
とをさらに含む。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを
含む。第２のＣＳＩインジケータは第１のＡ－ＰＭＩを含む。第１のＣＳＩインジケータ
と第２のＣＳＩインジケータとは合わせて４つ以下の情報ビットを有する。
【０１７１】
　[00195]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は、第２のＣＳＩインジケータと第１
のＣＳＩインジケータとに基づいて決定されるＣＱＩを含む。いくつかの構成では、第１
のＣＳＩインジケータおよび第２のＣＳＩインジケータは、同じサブフレーム中で受信さ
れたＲＳに基づいて決定される。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータおよび
第２のＣＳＩインジケータは、異なるサブフレーム中で受信されたＲＳに基づいて決定さ
れる。
【０１７２】
　[00196]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケータをさらに
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含む。第１のＣＳＩインジケータと第２のＣＳＩインジケータとは合わせて６つ以下の情
報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケータは２つの情報ビット
を有し、第２のＣＳＩインジケータは４つの情報ビットを有する。いくつかの構成では、
第１のＣＳＩインジケータは第１のＥ－ＰＭＩを含む。第２のＣＳＩインジケータは第１
のＡ－ＰＭＩを含む。
【０１７３】
　[00197]いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告は第２のＣＳＩインジケータとワイド
バンドＣＱＩとをさらに含む。第１のＣＳＩインジケータと第２のＣＳＩインジケータと
は合わせて４つ以下の情報ビットを有する。いくつかの構成では、第１のＣＳＩインジケ
ータは第２のＥ－ＰＭＩを含み、第２のＣＳＩインジケータは第２のＡ－ＰＭＩを含む。
いくつかの構成では、第１のＣＳＩ報告はＥ－ＰＭＩインジケータとデータユニットとを
含む。Ｅ－ＰＭＩインジケータは、データユニットがＥ－ＰＭＩを搬送するのか、空間差
分ＣＱＩを搬送するのかを示す。
【０１７４】
　[00198]いくつかの構成では、ＵＥと基地局との間に確立されるＰＵＣＣＨは、複数の
値に対応する複数のリソースを有する。第１のＣＳＩ報告は、第１のＣＳＩインジケータ
の値に対応する複数のリソースのうちのリソース上で送信される。いくつかの構成では、
第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは最高１３個の情報ビットである。第１のＣＳＩ報
告は、ＰＵＣＣＨフォーマット２を使用してＰＵＣＣＨ上で送信される。第１のＣＳＩ報
告は、第１のＣＳＩインジケータと、第２のＣＳＩインジケータと、ＣＱＩとを含む。い
くつかの構成では、第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは最高２２個の情報ビットであ
る。第１のＣＳＩ報告は、ＰＵＣＣＨフォーマット３を使用してＰＵＣＣＨ上で送信され
る。第１のＣＳＩ報告は、第１のＣＳＩインジケータと、第２のＣＳＩインジケータと、
ＣＱＩとを含む。
【０１７５】
　[00199]いくつかの構成では、装置２６０２／２６０２’は、ＰＵＣＣＨ上の同じ特定
のサブフレーム中で第１のＣＳＩ報告と第３のＣＳＩ報告とを送信することを決定するた
めの手段を含むように構成され得る。装置２６０２／２６０２’は、優先度ルールに基づ
いて、第１のＣＳＩ報告が、第３のＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有するかどう
かを決定するための手段を含むように構成され得る。第１のＣＳＩ報告が、第３のＣＳＩ
報告の優先度よりも高い優先度を有すると決定されたとき、第１のＣＳＩ報告は特定のサ
ブフレーム中で送信される。
【０１７６】
　[00200]優先度ルールは、同じサービングセル内で、ＲＩを搬送するＣＳＩ報告が、Ｒ
Ｉを搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有することを定義する。優先度ル
ールはまた、異なるサービングセル内で、ＲＩおよび第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭ
Ｉとのうちの１つを搬送するＣＳＩ報告、ならびに第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩ
の両方を搬送するＣＳＩ報告が、それぞれ（ｉ）ＲＩおよびＡ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとの
うちの１つ、または（ｉｉ）第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの両方を搬送しないＣ
ＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有することを定義する。
【０１７７】
　[00201]上述の手段は、上述の手段によって具陳された機能を実行するように構成され
た、装置２６０２、および／または装置２６０２’の処理システム２７１４の上述の構成
要素のうちの１つまたは複数であり得る。上記で説明したように、処理システム２７１４
は、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と、コントローラ／プロセッサ６５
９とを含み得る。したがって、一構成では、上述の手段は、上述の手段によって具陳され
た機能を実行するように構成された、ＴＸプロセッサ６６８と、ＲＸプロセッサ６５６と
、コントローラ／プロセッサ６５９とであり得る。
【０１７８】
　[00202]開示したプロセス／フローチャート中のブロックの特定の順序または階層は、
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チャート中のブロックの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解されたい。さ
らに、いくつかのブロックは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方法クレー
ムは、様々なブロックの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された特定の順
序または階層に限定されるものではない。
【０１７９】
　[00203]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために与えられた。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全範囲
を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記され
ていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味す
るものである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きを
すること」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明するいかなる
態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限ら
ない。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」という用語は１つまたは複数
を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、
Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣ
を含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およ
びＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」な
どの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、または
ＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られている、ま
たは後に知られることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべて
の構造的および機能的等価物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範
囲に包含されるものである。さらに、本明細書で開示したいかなることも、そのような開
示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するもので
はない。いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手段」という語句を使用して明
確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではな
い。
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【手続補正書】
【提出日】平成29年7月11日(2017.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は、
信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの
少なくとも１つを行うように最適化され、前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくとも
エレベーションプリコーディング行列インジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善す
ることまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよ
うに最適化され、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマスプリコーディン
グ行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩイン
ジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で前記基地
局に送信される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、１１個の情報ビットよりも小さいかまた
はそれに等しい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＣＳＩ報告は、ランクインジケータ（ＲＩ）をさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のＥ－ＰＭＩを含む、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとチャネル品質インジケータ
（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のＥ－ＰＭＩを含み、前記第２のＣＳＩインジ
ケータは、第１のアジマスプリコーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記基地局に、前記第２のＣＳＩインジケータを含む第２のＣＳＩ報告を送信すること
をさらに備え、前記第１のＣＳＩ報告と前記第２のＣＳＩ報告とは、交互に送信される、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項９】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータと前記第１のＣＳＩインジケ
ータとに基づいて決定されるチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩインジケータは、同じサブフレ
ーム中で受信された前記ＲＳに基づいて決定される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩインジケータは、異なるサブフ
レーム中で受信された前記ＲＳに基づいて決定される、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のＥ－ＰＭＩを含み、前記第２のＣＳＩインジ
ケータは、第１のアジマスプリコーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のＣＳＩ報告は、ワイドバンドチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）をさらに
含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第２のＥ－ＰＭＩを含み、前記第２のＣＳＩインジ
ケータは、第２のＡ－ＰＭＩを含む、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のＣＳＩ報告は、Ｅ－ＰＭＩインジケータとデータユニットとを含み、前記Ｅ
－ＰＭＩインジケータは、前記データユニットが、Ｅ－ＰＭＩを搬送するのか、空間差分
ＣＱＩを搬送するのかを示す、
　請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ＵＥと前記基地局との間に確立される物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）が、複数の値に対応する複数のリソースを有し、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１の
ＣＳＩインジケータの値に対応する前記複数のリソースのうちのリソース上で送信される
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、最高１３個の情報ビットであり、前記第
１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット２を使用
してＰＵＣＣＨ上で送信され、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１のＣＳＩインジケータ
と、前記第２のＣＳＩインジケータと、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、最高２２個の情報ビットであり、前記第
１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット３を使用
してＰＵＣＣＨ上で送信され、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１のＣＳＩインジケータ
と、前記第２のＣＳＩインジケータと、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の同じ特定のサブフレーム中で前記第
１のＣＳＩ報告と第３のＣＳＩ報告とを送信することを決定することと、
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　優先度ルールに基づいて、前記第１のＣＳＩ報告が、前記第３のＣＳＩ報告の優先度よ
りも高い優先度を有するかどうかを決定することと
　をさらに備え、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第３のＣＳＩ報告の優先度よりも高い優
先度を有すると決定されたとき、前記第１のＣＳＩ報告が前記特定のサブフレーム中で送
信され、前記優先度ルールは、
　　（ａ）同じサービングセル内で、ランクインジケータ（ＲＩ）を搬送するＣＳＩ報告
が、ＲＩを搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有し、
　　（ｂ）異なるサービングセル内で、ＲＩおよび第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩ
とのうちの１つを搬送するＣＳＩ報告、ならびに第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの
両方を搬送するＣＳＩ報告が、それぞれ（ｉ）ＲＩおよびＡ－ＰＭＩとＥ－ＰＭＩとのう
ちの１つ、または（ｉｉ）第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの両方を搬送しないＣＳ
Ｉ報告の優先度よりも高い優先度を有する
　ことを少なくとも定義する、請求項１に記載の方法。
【請求項２０】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信するための手段と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定するための手段、前記第１のプリコーディング構
成は、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することの
うちの少なくとも１つを行うように最適化され、前記第１のＣＳＩインジケータは、少な
くともエレベーションプリコーディング行列インジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定するための手段、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を
改善することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを
行うように最適化され、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマスプリコー
ディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩイン
ジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項２１】
　前記第１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で前記基地
局に送信される、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、１１個の情報ビットよりも小さいかまた
はそれに等しい、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のＣＳＩ報告は、ランクインジケータ（ＲＩ）をさらに含む、
　請求項２０に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のＥ－ＰＭＩを含む、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとチャネル品質インジケータ
（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
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　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は
、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうち
の少なくとも１つを行うように最適化され、前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくと
もエレベーションプリコーディング行列インジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、と、
　　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩ
インジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善
することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行う
ように最適化され、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマスプリコーディ
ング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、と、
　　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩイ
ンジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信することと
　を行うように構成された、装置。
【請求項２７】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶するコンピュータ可読媒体であって、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は、
信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの
少なくとも１つを行うように最適化され、前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくとも
エレベーションプリコーディング行列インジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善す
ることまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよ
うに最適化され、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマスプリコーディン
グ行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩイン
ジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送信することと
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７９】
　[00203]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施できるようにす
るために与えられた。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義された一般原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求の範囲は
、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しない全範囲
を与えられるべきであり、ここにおいて、単数形の要素への言及は、そのように明記され
ていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味す
るものである。「例示的」という単語は、本明細書では「例、事例、または例示の働きを
すること」を意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明するいかなる
態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべきであるとは限ら
ない。別段に明記されていない限り、「いくつか（some）」という用語は１つまたは複数
を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少
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なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合せは、
Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複数のＣ
を含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およ
びＣのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」な
どの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ、または
ＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られている、ま
たは後に知られることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素のすべて
の構造的および機能的等価物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範
囲に包含されるものである。さらに、本明細書で開示したいかなることも、そのような開
示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供するもので
はない。いかなるクレーム要素も、その要素が「のための手段」という語句を使用して明
確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではな
い。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信の方法であって、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は、
信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの
少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善す
ることまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよ
うに最適化される、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送
信することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくともエレベーションプリコーディング行列イ
ンジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマ
スプリコーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記第１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で前記基地
局に送信される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、１１個の情報ビットよりも小さいかまた
はそれに等しい、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記第１のＣＳＩ報告は、ランクインジケータ（ＲＩ）をさらに含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ５］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
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　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとチャネル品質インジケータ
（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、第１のアジマスプリコ
ーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ７］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記基地局に、前記第２のＣＳＩインジケータを含む第２のＣＳＩ報告を送信すること
をさらに備え、前記第１のＣＳＩ報告と前記第２のＣＳＩ報告とは、交互に送信される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータと前記第１のＣＳＩインジケ
ータとに基づいて決定されるチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を含む、
　［Ｃ９］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩインジケータは、同じサブフレ
ーム中で受信された前記ＲＳに基づいて決定される、
　［Ｃ９］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記第１のＣＳＩインジケータおよび前記第２のＣＳＩインジケータは、異なるサブフ
レーム中で受信された前記ＲＳに基づいて決定される、
　［Ｃ９］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータをさらに含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、第１のアジマスプリコ
ーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとワイドバンドチャネル品質
インジケータ（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第２のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、第２のアジマスプリコ
ーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ１５］に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記第１のＣＳＩ報告は、Ｅ－ＰＭＩインジケータとデータユニットとを含み、前記Ｅ
－ＰＭＩインジケータは、前記データユニットが、Ｅ－ＰＭＩを搬送するのか、空間差分
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）を搬送するのかを示す、
　［Ｃ１５］に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記ＵＥと前記基地局との間に確立される物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）が、複数の値に対応する複数のリソースを有し、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１の
ＣＳＩインジケータの値に対応する前記複数のリソースのうちのリソース上で送信される
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、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、最高１３個の情報ビットであり、前記第
１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット２を使用
してＰＵＣＣＨ上で送信され、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１のＣＳＩインジケータ
と、前記第２のＣＳＩインジケータと、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、最高２２個の情報ビットであり、前記第
１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット３を使用
してＰＵＣＣＨ上で送信され、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第１のＣＳＩインジケータ
と、前記第２のＣＳＩインジケータと、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）とを含む、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上の同じ特定のサブフレーム中で前記第
１のＣＳＩ報告と第３のＣＳＩ報告とを送信することを決定することと、
　優先度ルールに基づいて、前記第１のＣＳＩ報告が、前記第３のＣＳＩ報告の優先度よ
りも高い優先度を有するかどうかを決定することと
　をさらに備え、前記第１のＣＳＩ報告は、前記第３のＣＳＩ報告の優先度よりも高い優
先度を有すると決定されたとき、前記第１のＣＳＩ報告が前記特定のサブフレーム中で送
信され、前記優先度ルールは、
　　（ａ）同じサービングセル内で、ランクインジケータ（ＲＩ）を搬送するＣＳＩ報告
が、ＲＩを搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有し、
　　（ｂ）異なるサービングセル内で、ＲＩおよび第１のアジマスプリコーディング行列
インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）と第１のエレベーションプリコーディング行列インジケータ
（Ｅ－ＰＭＩ）とのうちの１つを搬送するＣＳＩ報告、ならびに第１のＡ－ＰＭＩと第１
のＥ－ＰＭＩの両方を搬送するＣＳＩ報告が、それぞれ（ｉ）ＲＩおよびＡ－ＰＭＩとＥ
－ＰＭＩとのうちの１つ、または（ｉｉ）第１のＡ－ＰＭＩと第１のＥ－ＰＭＩの両方を
搬送しないＣＳＩ報告の優先度よりも高い優先度を有する
　ことを少なくとも定義する、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信するための手段と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定するための手段、前記第１のプリコーディング構
成は、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することの
うちの少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定するための手段、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を
改善することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを
行うように最適化される、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送
信するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ２３］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、少なくともエレベーションプリコーディング行列イ
ンジケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含み、前記第２のＣＳＩインジケータは、少なくともアジマ
スプリコーディング行列インジケータ（Ａ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ２２］に記載の装置。
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　　［Ｃ２４］
　前記第１のＣＳＩ報告は、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）上で前記基地
局に送信される、
　［Ｃ２２］に記載の装置。
　　［Ｃ２５］
　前記第１のＣＳＩ報告のペイロードサイズは、１１個の情報ビットよりも小さいかまた
はそれに等しい、
　［Ｃ２２］に記載の装置。
　　［Ｃ２６］
　前記第１のＣＳＩ報告は、ランクインジケータ（ＲＩ）をさらに含む、
　［Ｃ２２］に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記第１のＣＳＩインジケータは、第１のエレベーションプリコーディング行列インジ
ケータ（Ｅ－ＰＭＩ）を含む、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記第１のＣＳＩ報告は、前記第２のＣＳＩインジケータとチャネル品質インジケータ
（ＣＱＩ）とをさらに含む、
　［Ｃ２６］に記載の装置。
　　［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がユーザ機器（ＵＥ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネ
ル状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は
、信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうち
の少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩ
インジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善
することまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行う
ように最適化される、と、
　　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を
送信することと
　を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ３０］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記
憶するコンピュータ可読媒体であって、
　基地局から基準信号（ＲＳ）を受信することと、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第１のプリコーディング構成を示す第１のチャネル
状態情報（ＣＳＩ）インジケータを決定すること、前記第１のプリコーディング構成は、
信号電力を改善することまたはエレベーション次元における干渉を低減することのうちの
少なくとも１つを行うように最適化される、と、
　前記ＲＳに基づいて、前記基地局の第２のプリコーディング構成を示す第２のＣＳＩイ
ンジケータを決定すること、前記第２のプリコーディング構成は、前記信号電力を改善す
ることまたはアジマス次元における干渉を低減することのうちの少なくとも１つを行うよ
うに最適化される、と、
　前記基地局に、少なくとも前記第１のＣＳＩインジケータを含む第１のＣＳＩ報告を送
信することと
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　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
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